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基 本 理 念 

 患者さんと協働して、心のこもった、 

安全で質の高い医療を行います。 

基本理念実現のための３つの柱 

１ チーム医療を推進し、信頼され満足される医療を行いま

す。 

２ 地域医療機関との連携のもとに、救急医療と高度で専門

的な医療を行います。 

３ 健全な病院経営を行うとともに、すぐれた医療人の育成

に努めます。 

病 院 倫 理 綱 領 

当院は、生命の尊重と人間愛を基本に常に医療水準の向上に努め、専

門的で倫理的な医療サービスを提供し、市民の健康と福祉の増進を保証

することを目的とし、次のとおり病院倫理綱領を定めています。 

 

 １ 患者さんのために限りない愛情と責任を持って最善の努力を

払わなければならない。 

２ 常に自己研鑽に努め医術の練磨と医道の探求に努めるととも

に、後進の教育に力を尽くさなければならない。 

３ 患者さんの診療記録を完備し、これを確実に保管するととも

に、患者さんの秘密は決して漏らしてはならない。 

４ 地域医療体系の一機能として、合理的かつ効率的な医療の成果

をあげるべく他の医療機関と積極的に協力しなければならない。 



 

患者さんの権利に関する宣言とお願い 

 

広島市立広島市民病院は、信頼され満足される医療を提供

するため、次のような患者さんの権利を尊重します。 

 

１ あなたには、個人として尊重される権利があります。 

２ あなたには、良質で適切な医療を平等に受ける権利があ

ります。 

３ あなたには、診療に関して十分な説明と情報提供を受け

る権利があります。 

４ あなたには、自分自身の治療などについて、自分の意見

を述べ、自ら決定する権利があります。 

５ あなたには、当院での医療に関するプライバシーを保護

される権利があります。 

 

これらの権利を守り、より良い医療を実現するには、患者さんと

医療提供者とが力を合わせて取り組むことが必要です。そのため、

患者さんも積極的に医療に参加・協力する責任があることをご理解

のうえ、ご協力くださるようお願いいたします。 



ヘリポート 患者搬送車

プロムナード

プロムナード外観（外観）

医療情報サロン

中央待合ホール ギャラリー



救命救急センター

内視鏡センター

総合周産期母子医療センター

高精度放射線治療装置
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ICU

人工腎臓センター
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病室（１床） 病室（４床）



目  次 

 

Ⅰ 沿  革      ································································································ １ 

Ⅱ 現  況  

1  診 療 科 目 等 ···························································································  ４ 

2  許 可 病 床 数 ···························································································  ６ 

3  当 院 の 特 色 ···························································································  ７ 

4  機 構 ····························································································２３ 

5  職 員 数 ··························································································· ２４ 

Ⅲ 資  料 

1  入 院 患 者 数 ··························································································· ２５ 

2  科別入院患者数 ··························································································· ２６ 

3  科別外来患者数 ··························································································· ２７ 

4  公衆衛生活動状況、その他 ········································································· ２８ 

5  手 術 件 数 ··························································································· ２８ 

6  放射線技術部年度別検査件数 ····································································· ２９ 

7  部門別検査取扱件数 ···················································································· ３０ 

8  調剤件数（１ヶ月平均）············································································· ３０ 

9  薬剤管理指導料（１ヶ月平均） ·································································· ３１ 

10  無菌製剤処理料（１ヶ月平均） ································································· ３１ 

11  給 食 の 状 況 ·························································································· ３１ 

12  栄養室活動状況 ·························································································· ３１ 

13  NST(栄養ｻﾎﾟｰﾄﾁｰﾑ)ﾗｳﾝﾄﾞ件数 ··································································· ３１ 

14  主要医療機器 ·························································································· ３２ 

15  収 支 状 況 ·························································································· ３３ 

16  財 産 の 状 況 ·························································································· ３４ 

Ⅳ 広島市民病院のあゆみ ··············································································· ３５ 

Ⅴ 配 置 図 ···································································································· ４９ 



－1－ 
 

 Ⅰ 沿   革 （令和 6年 4月 1日現在） 

1   当院は、昭和２７年、健康保険法第２３条（当時）に基づいて、健康保

険被保険者及びその被扶養者並びにその他一般地域住民のための公的医療

施設として、国（厚生省）によって社会保険病院として設立され、その経

営を広島市に委託されたものである。 

  2   同年８月、 

   (1) 社会保険診療を円滑に実施する。 

   (2) 保険医に対して模範的診療を行う。 

   (3) 公衆衛生思想の普及と地域住民の健康増進に寄与する。 

   (4) 社会保険診療に関する諸般の研究を行う。 

 等を目的に掲げ、診療科目４科、病床数８９床で診療を開始した。 

   3    以来、積極的に各施設の改善と拡充及び医療機械器具等の整備・強化を

図り、常に近代医学の進歩に即応した高度な医療水準の維持向上に努めて

いる。  

4  昭和５１年３月には、市費で西病棟の外来診療棟を整備した。 

    また、国においても玄関棟の増改築を行った。これらにより、健康管理

センターを始めとして、外来診療、脳血管障害、心筋梗塞等に対する救急

体制、人工腎臓センター等の各部門を拡充整備した。 

   5    昭和５２年７月には、全国４施設の１つとして救命救急センターを開設

し、三次救急医療体制の充実を図った。 

   6    昭和５３・５４年度には、手術室の改造（無菌室設置）及び南病棟の増

改築を行い、未熟児新生児センター等を開設したほか、病弱学級及び重症

患者用個室等を拡充整備した。また、昭和５４年４月には、コンピュー  

ターの導入により情報のシステム化を図った。 

   7    昭和６２年８月から、手術室、救命救急センター、集中治療室、放射線

部門等の充実を図るため、地下２階地上１０階、延床面積約２１，０００

㎡の中央棟の建設に着手した。 

   8    平成３年４月に中央棟の一部が完成したことにより、心筋梗塞等循環器

系疾患・肺癌等呼吸器系疾患の急増に対応するため、７７４床へ増床した。 

  また、診療体制の拡充整備を図るため、新たに４科を加えて２３科とし

た。 
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   9    平成４年７月に、中央棟が完成し病床数８２０床とした。 

  10    平成７年７月に、未熟児新生児センターを５床増床、３０床とし、総病

床数８２５床とした。 

  11    平成８年９月の医療法の改正に伴い、平成９年１月から理学診療科をリ

ハビリテーション科に名称変更するとともに、リウマチ科及び歯科口腔外

科の２科を加えて２５科とした。 

  12    平成１３年４月に、当院と安佐市民病院を統括する病院事業局を設置し、

広島市病院事業としてより一層効率的に運営する体制を整備した。 

  13    平成１５年４月に、社会保険病院としての経営委託が解除されたことに

伴い、名称を広島市立広島市民病院に改めた。また、同時に結核病床５０

床を廃止し、病床数７７５床とした。 

  14    平成１５年１０月に、老朽化した病棟や、手狭な外来部門を改善するた

め、東棟（地下１階地上１１階、延床面積３万１，９６６㎡）の建設に着

手し、平成１８年３月に完成、５月から稼動した。同時に一般病床を１７

床減少し、病床数７５８床とするとともに電子カルテシステムを導入した。 

15    平成１８年５月には、西棟（旧西病棟・外来診療棟）及び北棟（旧病歴

管理サプライセンター）の耐震補強工事と改修工事に着手し、平成１９年

２月に工事が完了した。同時に精神病床数を１５床減床し、病床数７４３

床とした。 

16    平成１８年８月に、地域がん診療連携拠点病院の指定を受けた。 

   17    平成１９年１２月に、立体駐車場（１３２台）を供用開始するとともに、

平成２０年２月には、プロムナードが完成したことにより、正面玄関をプ

ロムナードへ移転した。また、同年３月に、アストラムライン県庁前駅と

プロムナードを地下連絡通路により接続するとともに、平面駐車場（６０

台）を整備した。これにより一連の増改築整備事業が完了し、平成２０年

４月から全面稼動した。 

18    平成２０年９月に、地域医療支援病院の指定を受けた。 

  19    平成２１年１１月、重症患者の増加に伴い、ＩＣＵを２床増床し、１０

床とした。（一般病床は、２床減床。） 

  20    平成２３年１０月、受入れ困難事例の解消を目的とした救急医療コント 

ロール機能の一部運営を開始した。 

  21    平成２４年９月、手術支援型ロボット「ダヴィンチ」を市立病院として
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全国で初めて導入した。 

22    平成２５年４月の救急医療コントロール機能本格稼働に伴い、９月に中 

央棟６階病棟に救急病床１２床を整備した。 

 23  平成２６年４月 1日より、広島市病院事業は、「市民に信頼され、満足さ

れる質の高い医療を継続的・安定的に提供する」ことを目的に、地方独立

行政法人広島市立病院機構に移行し、当院は、安佐市民病院、舟入市民病

院、リハビリテーション病院・自立訓練施設とともに、独法病院として新

たなスタートを切った。 

  24    平成２７年４月より、開胸・開腹手術と血管内治療を同時に行うことが 

できるハイブリッド手術室の利用を開始した。また、８月に、人間ドック

業務を舟入市民病院に引継ぐとともに、入院支援室を設けた。 

  25  平成２８年４月、照射精度の向上した高精度放射線治療装置を導入した。 

  26    平成２９年９月より、ＩＣＵにおいて、重篤な患者を常に受け入れ集中

治療を行っていくため、ＨＣＵ（高度治療室）を設けた。 

 27  平成３０年６月に、老朽化した給食センター（平成４年完成）の全面改

築を行った。老朽全面改築にあわせて、病院給食業務の変化に対応するよ

う、厨房内の室温管理、調理方法、衛生管理を改善した。 

 28  平成３０年１０月に、平成２４年９月に導入した手術支援型ロボット「ダ

ヴィンチ」の更新を行った。 

 29  令和元年９月に、老朽化したレントゲン一般撮影システムの更新を行い、

より画像が鮮明に見えるよう改善を行った。 

 30  令和３年３月全身用マルチスライス CT装置を更新した。３台のうち２台

は高速かつ広範囲に撮影できる装置にした。 

 31  令和４年４月に、感染管理室を設けた。 
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 Ⅱ 現  況 （令和 6 年 4 月 1 日現在） 
1 診療科目等 

内科、呼吸器内科、循環器内科、血液内科、内視鏡内科、腫瘍内科、内分泌・糖尿病内科、外科、

整形外科、形成外科、乳腺外科、脳神経外科・脳血管内治療科、頭頸部外科、心臓血管外科、呼吸

器外科、皮膚科、小児科、小児外科、神経小児科、循環器小児科、産科、婦人科、泌尿器科、精神

科、脳神経内科、耳鼻咽喉科、眼科、放射線診断科、放射線治療科、麻酔科、歯科（口腔ケアセン

ター）、歯科口腔外科、リハビリテーション科、リウマチ・膠原病科、救急科、病理診断科、腎臓

内科（標榜診療科目計３７科） 

 総合診療科、緩和ケア科、人工腎臓センター、救命救急センター、総合周産期母子医療センター、

通院治療センター、口唇裂口蓋裂センター、ブレストケアセンター、人工内耳・きこえのセンター、

脳卒中センター、ＣＥセンター、がんゲノム医療センター、健康管理室、臨床検査部、手術室、集

中治療部、心臓・大血管低侵襲治療部、成人先天性心疾患治療部、薬剤部、放射線技術部、栄養室、

医療支援センター、医療安全管理室、感染管理室、看護部、事務室 

 

（1）外来診療時間 

 土曜日、日曜日、祝日及び８月６日並びに１２月２９日から翌年１月３日までを除く毎日 

 午前８時３０分から午後５時まで 

 

（2）法的資格 

 地方独立行政法人法 

 病院（旧総合病院） 

 

（3）療養環境 

 一般：７対１看護 ２５対１看護補助、精神：１３対１看護 ５０対１看護補助 

 入院時食事療養（Ⅰ） 

 

（4）機関指定（２０件） 

 保険医療機関       母体保護法指定医療機関 

 結核指定医療機関      労災保険指定病院 

 生活保護法指定医療機関  更生医療指定医療機関 

 原爆被爆者指定医療機関  外国医師、外国歯科医師臨床修練指定病院 

 救急病院    臨床研修指定病院 

 性病予防法指定医療機関  救命救急センター 

 療養取扱機関             地域がん診療連携拠点病院 

自立支援医療機関           エイズ治療中核拠点病院、エイズ治療ブロック拠点病院 

地域医療支援病院           災害拠点病院 

総合周産期母子医療センター      臓器提供病院     
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（5）研修施設認定（８６件） 

 日本内科学会内科認定医制度教育病院 

 日本消化器病学会認定医制度認定施設 

 日本肝臓学会認定施設 

 日本消化器内視鏡学会認定指導施設 

 日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設 

 日本呼吸器学会認定施設 

 日本循環器学会認定循環器専門医研修施設 

 日本外科学会外科専門医制度修練施設 

 日本消化器外科学会専門医修練施設 

 日本整形外科学会認定研修施設 

 日本形成外科学会専門医認定施設 

 日本脳神経外科学会認定医専門医訓練施設 

 日本胸部外科学会認定医指定施設 

 日本小児科学会認定専門医研修施設 

 日本小児科学会認定専門医研修支援施設 

 日本産科婦人科学会専門医制度専攻医指導施設 

 日本皮膚科学会認定専門医研修施設 

 日本耳鼻咽喉科学会認定専門医研修施設 

 日本泌尿器科学会専門医教育施設 

 日本眼科学会専門医制度研修施設 

 日本医学放射線学会放射線科専門医総合修練機関 

 日本麻酔科学会麻酔科認定病院 

 日本病理学会研修認定施設 

 日本呼吸器内視鏡学会関連認定施設 

 日本小児外科学会認定施設              

 日本集中治療学会専門医研修施設 

 日本神経学会認定教育施設 

 日本血液学会研修認定施設 

 日本乳癌学会専門医制度認定施設 

 日本リウマチ学会教育施設 

 日本心血管インターベンション治療学会研修施設 

日本糖尿病学会認定教育施設 

 呼吸器外科専門医合同委員会認定修練施設（基幹） 

 心臓血管外科専門医認定機構認定修練施設 

 認定臨床微生物検査技師制度研修施設 

 日本脳卒中学会研修教育施設 

 日本周産期・新生児医学会周産期 (新生児 )専門医基幹研修施設 

 日本周産期・新生児医学会周産期母体･胎児専門医基幹研修施設 

 日本婦人科腫瘍学会専門医制度指定修練施設 

 日本小児神経学会小児神経専門医認定施設             

 日本透析医学会専門医制度認定施設 

日本腎臓学会専門医制度研修施設 

日本臨床腫瘍学会認定研修施設 

日本静脈経腸栄養学会実地修練認定教育施設 

日本静脈経腸栄養学会ＮＳＴ稼動施設 

日本栄養療法推進協議会ＮＳＴ稼動施設 

日本てんかん学会認定研修施設（小児科） 

日本精神神経学会認定研修施設 

日本総合病院精神医学会認定研修施設 

経皮的心房中隔欠損閉鎖術認定施設 

経皮的動脈管閉鎖術認定施設 

腹部大動脈瘤ステントグラフト実施施設 

胸部大動脈瘤ステントグラフト実施施設 

日本インターベンショナルラジオロジー学会専門医修練認定施設 

日本救急科専門医指定施設 

日本手外科学会認定研修施設 

日本頭頸部外科学会認定頭頸部がん専門医研修施設 

日本小児循環器学会認定小児循環器専門医修練施設 

日本肝胆膵外科学会高度技能専門医修練施設(A) 

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術認定施設 

日本顎顔面インプラント学会専門医研修施設 

日本口腔外科学会関連研修施設 

日本感染症学会連携研修施設 

心臓血管麻酔専門医認定施設 

日本大腸肛門病学会認定施設 

日本不整脈学会・日本心電学会認定不整脈専門医研修施設 

日本急性血液浄化学会認定指定施設 

再建用エキスパンダー実施認定施設 

再建用インプラント実施認定施設 

日本胆道学会認定指導施設 

日本産科婦人科内視鏡学会認定研修施設 

日本脳神経血管内治療学会認定施設 

日本心臓血管内視鏡学会教育施設 

乳房増大用エキスパンダー及びインプラント実施施設 

日本臨床細胞学会教育研修施設 

経カテーテル的大動脈弁置換術関連学会協議会認定施設 

婦人科悪性腫瘍研究機構登録参加施設 

日本老年精神医学会専門医制度認定施設 

三学会構成心臓血管外科専門医基幹施設 

日本臨床細胞学会認定施設 

日本がん治療認定医認定研修施設 

National Clinical Database会員認定施設 

日本成人先天性心疾患学会総合修練施設 

日本食道外科専門医認定施設 

TAVR専門施設 

アレルギー専門医教育研修施設 

日本救急医学会 



総数　７４３床（一般７１５床・精神２８床）

病 棟 別 病 床 数  

西棟５階 35 床

西棟６階 28 床

西棟７階 30 床

西棟８階 34 床

西棟９階 34 床

集中治療室(２階) 14 床

救命救急センター(５階) 24 床

中央病棟６階 35 床

中央病棟７階 41 床

中央病棟８階 40 床

東棟５階Ａ 45 床

東棟５階Ｂ 42 床

東棟６階Ａ 44 床

東棟６階Ｂ 44 床

東棟７階Ａ 44 床

東棟７階Ｂ 45 床

東棟８階Ａ 33 床

東棟８階Ｂ 40 床

東棟９階Ａ 45 床

東棟９階Ｂ 46 床

計 743 床
ICU（集中治療室）、CCU（心臓冠動脈疾患集中治療管理室）、NCU（脳血管障害疾患集中治療管理室）、HCU（集中治療管理室）

ＭＦＩＣＵ（母体胎児救急医療室）　※診療報酬対象

診 療 科 別 病 床 数    

内 科 110 床 産 科 36 床

呼 吸 器 内 科 37 床 皮 膚 科 4 床

循環器内科（ＣＣＵ含む） 52 床 泌 尿 器 科 30 床

外科 (乳腺外科含む） 82 床 耳 鼻 咽 喉 科 23 床

整 形 外 科 43 床 眼 科 7 床

形 成 外 科 16 床 精 神 科 28 床

脳神経外科・脳血管内治療
科 （ Ｎ Ｃ Ｕ 含 む ）

42 床 脳 神 経 内 科 21 床

心 臓 血 管 外 科 36 床 放 射 線 治 療 科 3 床

呼 吸 器 外 科 22 床 Ｉ Ｃ Ｕ 10 床

65 床 リ ハ ビ リ ・ リ ウ マ チ 科 2 床

小 児 外 科 13 床 歯 科 ・ 歯 科 口 腔 外 科 2 床

婦 人 科 35 床 Ｈ Ｃ Ｕ 12 床

救 急 科 12 床

743 床

CCU7、NCU9、HCU8

診　療　科　名 病　床　数 診　療　科　名 病　床　数

精神28

呼内19、呼外22

脳神内21、眼７、脳外3、内科9

循内45

小児（循）25、小児外科13、耳鼻3、形成3、整形1

内科23、救急12（緊急緩和ケア病床１床を含む）

産科36、新生児4

脳外30、呼内5

耳鼻20、形成13、放治1

泌尿器30、 内科4

放治2、内科12、呼内10、外科3、腫瘍内科3

計

小児科（循環器小児科・新生児）

整形42、リウマチ2、歯科2

ＩＣU（麻酔）10、HCU4※

NICU(新生児集中治療室）9、GCU（回復治療室）24

病 床 数病　　棟　　名

婦人35、乳外8 、内科1

内　　　　　訳

外科27、皮膚4、内科14

心外36、内科3、小児（循）3

内科44

外科44

２ 許可病床数

－6－
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(1) 循環器グループ（循環器内科、心臓血管外科、循環器小児科） 

   

循環器内科は、虚血性心疾患、末梢血管疾患、構造的心疾患、不整脈の４つの部門で診療して

いる。 

虚血性心疾患は、心筋梗塞や狭心症といった、命にかかわる疾患の治療をしている。心臓の筋

肉に栄養を供給する冠状動脈の閉塞や狭窄にて虚血性心疾患は発症する。1980 年代より、急性心

筋梗塞への緊急カテーテル治療をしており、24 時間、365 日緊急症例に対応している。 

心筋梗塞、狭心症ともに、治療にはステントを使用することが多い。また、血管が石灰化によ

り堅くなっている際には、ロータブレーターやダイアモンドバック、ショックウエーブといった

石灰化を削る特殊な道具を使用する。また、レーザーカテーテルを使用することもある。冠状動

脈に狭窄があっても、内服治療、カテーテル治療、バイパス治療の 3 つの治療法があり、内服治

療で十分な場合もあれば、バイパス手術が必要な重症な場合もある。心臓血管外科と連携して患

者さまに適切な治療法を判断し、治療方針を決定する。 

末梢血管疾患は、足の動脈狭窄や閉塞の症例が増加している。以前は外科的なバイパス術が主

流だったが、最近ではほとんどの病変がカテーテルにより低侵襲で治療可能である。 

構造的心疾患は、心臓弁膜症、とくに大動脈弁狭窄症は日本人の高齢化とともに増加している。

80 歳を過ぎた頃から弁膜症が重症化する方が多く、手術が必要になった際には外科的な手術が困

難な年齢であり、治療ができないこともあったが、2016 年より、大動脈弁狭窄症へのカテーテル

治療(TAVI)を開始し、高齢でも低侵襲のカテーテルで弁膜症治療ができるようになった。また、

僧帽弁閉鎖不全症も増加しており、カテーテルによる僧帽弁閉鎖不全症の治療(Mitra Clip)も、

2022 年より開始した。以前では手術できなかった高齢患者の治療も可能となっている。卵円孔開

存による脳梗塞のカテーテルによる卵円孔閉鎖術、心房細動なのに抗凝固剤が内服できない場合

は経皮的左心耳閉鎖術も施行が可能である。 

不整脈は、動悸や失神といった症状で発見されることが多く、特に年齢とともに心房細動は増

加する。無症状でも放置しておくと、脳梗塞の発症の原因となる。また、心臓の機能が低下し、

心不全となることもあるため、適切な対応が必要である。最近ではカテーテルアブレーションで

心房細動の治療が可能となった。また、脈が遅くなると失神やふらふらしたりする症状が出現す

るが、ペースメーカーで治療できる場合もある。また、不整脈が原因で心肺停止となり、幸運に

も蘇生できた患者や、突然死の原因となる不整脈が発見された患者に、植え込み型除細動器を使

用することもある。 

心臓の機能が低下した状態が心不全であり、心臓病の末期である。心不全になると、入退院を

繰り返すうちに心機能がさらに低下して死に至るため、心不全にならないように、心臓病の早期

から、適切かつ迅速な治療が必要となる。当院循環器内科ではほとんどの循環器疾患は治療可能

であり、豊富な実績をもつスタッフで、365 日 24 時間体制で診療している。 

心臓血管外科は先天性疾患、虚血性疾患、弁膜症、大動脈瘤及び末梢血管疾患と多岐にわたる

3 当院の特色 
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手術を、新生児から超高齢者にいたる幅広い年齢層の症例に対しておこなっている。近年は経カ

テーテル大動脈弁置換術（TAVI）や小開胸による開心術（MICS）、大動脈瘤に対するステントグラ

フト治療（TEVAR,EVAR）といった低侵襲手術に積極的に取り組んでいる。年間総手術症例数は約

700 例であり、最近では弁膜症手術が増加している。 

循環器小児科は主に小児の先天性心疾患、不整脈、心筋症、肺高血圧、及び川崎病を診療して

いる。 

先天性心疾患は当科で扱う疾患群の中心を占めており、先天的な心臓、血管の構造異常の診断、

管理、治療を行っている。近年では出生前に胎児心エコーで診断される症例も増加しており、産

科からの紹介例を中心に当科で診断している。胎児期からの管理や、出生直後の介入が必要な状

態では、産科、新生児科、心臓血管外科と連携を取りながら適切な出生時期、出生直後からの管

理が安全に行うことができるよう努めている（胎児心エコー認証医を配し、施設認定を受けてい

る）。また動脈管、心房中隔欠損はカテーテルによるデバイス閉鎖が第一選択の治療となっており、

当科は認定施行医を配し、施設認定を受けこの治療を施行している。これらのカテーテル治療、

及び先天性心疾患の手術を施行できる施設が限られているという特性から、当科には広島県内は

もとより、島根県、山口県からも患者さんが集積している。 

また先天性心疾患は成人後に診断される例もあること、小児期に修復した後に遺残病変を持っ

ている例もあること、小児期には無症状だったが成人期に問題を呈する例もあることから、成人

した後の先天性心疾患（成人先天性心疾患：ACHD）の診療の必要性が近年ますます増大している。

当科は ACHD 診療の専門医を配し専用の外来を設け診療に当たっている。特に成人期に問題になる

肺動脈弁閉鎖不全に関しては 2023 年からカテーテルによる肺動脈弁置換術（TPVI）の認定施行医

を配し、より侵襲の少ない治療を行っている。 

小児では成人に比較して不整脈の症例の数は少ないが、先天性心疾患に関連するものなど病態

はかなり複雑なことが多い。当科では内科的管理を中心に行い、カテーテルアブレーションなど

の特殊治療が必要となった場合には県外の専門施設と連携し、治療に当たっている。 

肺高血圧は、成人と同様の特発性の症例も見られるがその数は少なく、当科が対象とするのは

先天性心疾患に関連するものが多い。先天性心疾患そのものに対する治療と並行しながら肺高血

圧の診断（カテーテル検査を含めて）を行い。手術／カテーテル治療の前、及び術後に渡って、

継続的な管理を行っている。 

川崎病は全身の血管に炎症が及ぶ疾患で、特に冠動脈に強い炎症を生じると冠動脈瘤という後

遺症につながることがあるため、急性期の積極的な抗炎症治療が必要な疾患である。当科では一

般的な超大量ガンマグロブリン療法を中心とした急性期治療に加え、超重症例に対する血漿交換

療法を行っており、近隣の施設からも超重症例の転院を受け入れ、治療に当たっている。これに

より冠動脈瘤の後遺症を持つ例が減少している。過去にはここまでの集約的治療が行われなかっ

たために冠動脈瘤を残して成人に至っている症例も見られる。この場合には生涯にわたる抗血栓

療法が必要であり、成人期には瘤内の血栓、石灰化から心筋虚血に至ることがあるため、冠動脈

造影、CT 等で評価を行いながら管理している。 
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(2) 集学的ながん治療 

   

当院は平成１８年８月に「地域がん診療連携拠点病院」に指定され、がんに対する地域の基幹

病院として、他の医療機関との連携を強めながらがん治療を行っている。 

がん患者それぞれの、病状や病変の進行度に応じた「Patient oriented therapy（患者の立場

に立った治療）」を原則として、診断から治療、緩和に至るまでチーム医療による「集学的がん治

療」を実践している。すなわち早期のがんに対しては低侵襲手術や機能温存手術を、進行したが

んには根治と機能温存の両立を目指した治療を、さらに進行したがんや再発がんに対しては、が

ん薬物療法や放射線療法を組み合わせて生存期間の延長と QOL（生活の質）の改善に努めている。

また、次世代のがん個別化治療のひとつである遺伝子情報に基づいたがんゲノム医療については

「がんゲノム医療センター」や「遺伝子診療科」を整備し遺伝子情報に基づいた診療を提供して

いる。治療方針は、キャンサーボードを実施し、多数の診療科および他職種で討議を行いながら

決定している。 

手術療法では、胃がん、大腸がん、肝がん、肺がん、乳がんの５大がんをはじめ、膵がんなど

の消化器がん、泌尿器がん、婦人科がんなど年間 2,350 例のがん手術を行っている。がんに対す

るロボット支援手術は、令和５年度に手術支援ロボット「ダヴィンチ」が増設され、２台体制で

対応できるようになった。前立腺がんに始まり、腎、肺、子宮、直腸、胃、食道、膵、結腸、肝

の各がんにその適応が広がっており、令和５年度には、当院でも年間 446 例（令和４年度 326 例）

と手術数は増加している。がん薬物療法では、新しい抗がん剤を始め免疫チェックポイント阻害

剤や分子標的薬の出現によって治療は多様化している。外来化学療法が主流となり「通院治療セ

ンター」では年間 12,000 例を超える加療を行っている。放射線療法では、２台の外部放射線照射

装置（リニアック）によって年間約 700～800 例のがん患者に照射療法を行っており、高精度放射

線治療装置によって、さらに安全で精度の高い照射治療を提供している。 

 

 (3) 救急医療 

 

虚血性心疾患、脳血管障害の治療を主な目的とした救命救急センター（別掲）は昭和５２年全

国４施設の一つとして設置し、この領域の高次治療の中核医療機関としてこの地域に貢献してき

た。平成１８年１２月には、一次から三次までの初療を行う北米型ＥＲ方式を目指して、新たに

救急診療部（現救急科）を設置した。現在は、救急科と救命救急センター、ＩＣＵなどの連携に

より、一層密度の濃い救急医療を提供し、救急医療の充実を図っている。 

また、平成２３年１０月より、受け入れ困難事案の救急患者を一旦受け入れて初期診療を行っ

た上で必要に応じて、支援病院へ転院を行う救急コントロール機能の運営を開始した。 

さらに、平成２５年度から中等症以下の夜間救急患者の受入を中６病棟で開始した。 

令和２年度からは、心肺停止患者は全例救急外来で対応することとなり、救命救急センターで

の救急科入院も開始した。 
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(4) 人工腎臓センター 

 

昭和４４年に人工腎臓センターを創設し、現在３２床を備え､月曜日から土曜日１クールの血液

透析を行っている。 

令和５年１月から１２月までの慢性腎不全の新規透析導入患者は４７名であり、各種検査、治

療及び手術のため紹介入院患者は１９９名であった。また、血液透析、神経疾患や膠原病等の難

治性疾患に対する単純血漿交換・免疫吸着療法、潰瘍性大腸炎に対する白血球除去療法、家族性

高コレステロール血症や閉塞性動脈硬化症に対する LDL 吸着療法等の各種アフェレシス治療を

行っている。さらに、常時１０名程度の腹膜透析患者の診療を行っている。 

 

(5) 通院治療センター 

 

  通院治療センターでは、外来通院でがん薬物療法や生物学的製剤等による治療を受けている患者に

対して、薬剤投与と療養環境の支援を行っている。通院治療センターは２００６年５月に開設され、

電動ベッド４床、電動リクライニングチェア１２床で診療を開始した。 

  センターは日当たりが良く、大きな窓からは広島城公園を望むことができる。リクライニングチェ

アにはカード式のテレビが備え付けられており、食事をしたり、テレビを見たり、読書を楽しむなど、

リラックスした雰囲気の中で治療を受けることができるように配慮している。また医師は、がん薬物

治療について専門的な研修を受け、資格を取得した薬剤師、看護師、管理栄養士が常駐し、治療効果

の向上と有害事象の軽減のため連携している。 

 治療件数は、初年度が 5,203 件であったが、年々患者数は増加し、２０１８年度には 1 万件を超え

た。２０２０年９月に拡張工事を行い、リクライニングチェアを５床増床し、現在は２１床で運用し

ている。 
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(6) 救命救急センター 

 
 昭和５１年、厚生省は脳卒中、心筋梗塞、頭部外傷など救命に一刻を争う重篤患者を対象とす

る第三次救急を担う救命救急センターの開設を予算化し、救命救急医療を整備推進することとし

た。当院センターは第一陣の優先指定を受けた全国４病院のひとつとして昭和５２年７月に開設

された。当時２０床でスタートしたが、平成４年７月に２６床に増床し、センター機能をより充

実させている。平成２９年１０月、救命センター２床は減少となる。令和４年１０月、covid-19

感染症対応のために陰圧室２床を完備した。 

 

ア 規  模 

   総面積 １，５８８．９２㎡ 

   病床数 ２４床 
         病室、家族待合室、説明室 1,2、処置室、洗濯室、スタッフステーション、準備室、器材室、 

リネン室、汚物処理室、休憩室、カンファレンス室 1,2、看護師長室、救命救急センター長室、

医師控室、医師仮眠室 

 

イ センター関連病棟    脳神経外科病棟  （西 棟 ５階 ）  ３０床 

脳神経内科病棟  （中央棟 ８階 ）  ２１床 

循環器病棟    （東 棟 ５階Ａ）  ４５床 

心臓外科病棟   （東 棟 ５階Ｂ）  ３７床 

             

ウ 職員の配置状況 

    医 師     救 急 科 医 １０人   脳神経内科医   ６人 

脳神経外科医 １０人   呼吸器内科医   ５人 

            循環器内科医 １０人   精 神 科医   ５人 

            心臓血管外科医  １人 

   後期研修医 １２人   脳神経内科   ２人 

    看護師   ５０人            循環器内科   ２人 

    病棟業務員  ３人            呼吸器内科   ３人 

    病棟クラーク １人            脳神経外科   ４人 

                         精 神 科    １人 

 エ 当直体制                      

    医   師 ３人 

    当直待機医 ６人 

  

オ 夜勤体制 

    薬 剤 師 １人 診療放射線技師 ２人 臨床検査技師 ２人 臨床工学士 １人 

    看 護 師 準夜６人、深夜６人（４対１看護） 
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救急患者の受け入れ経路について 

                

患

者

・

自

宅

等 

診

療

所 

独

歩

患

者 

救急病床 

（中央棟６階） 

救命救急センター 

一般病床  脳神経外科病棟 （西 棟 ５階 ） 

   循環器内科病棟  （東 棟 ５階Ａ) 

心臓外科病棟  （東 棟 ５階Ｂ） 

脳神経内科病棟 （中央棟 ８階 ） 

そ の 他 該 当 と な る 病 棟  

公・私立病院  

紹  介  医  

家    庭  

E R （ 救 急 科 ） 

入院 

初
期
救
急
医
療
機
関 

集中治療部 

ＩＣＵ（集中治療室） 

ＨＣＵ（高度治療室） 

 

 

救 急 隊  

帰宅 

帰宅 

救急コントロール

支援病院 

転院 



入院患者数

(単位：人）

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

71  54  63  86  94 55

835  779  589  688  659 778

8  6  18  50  29 13

26  25  34  47  46 60

380  402  335  359  264 283

192  174  197  232  228 231

45  45  84  127  196 197

1,557  1,485  1,320  1,589  1,516 1,617

入院患者延数・手術件数等

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

入 院 患 者 延 数 （人） 7,458  7,680  5,440  6,530  6,398 7,092

一 日 平 均 患 者 数 （人） 20.4  21.0  14.9  17.9  17.5 19.4

平 均 在 院 日 数 （日） 5.0  5.3  4.1  4.1  4.2 4.4

手 術 件 数 （件） 94  128  137  194  144 128

月 平 均 手 術 件 数 （件） 7.8  10.6  11.4  16.2  12.0 10.7

救命救急センター利用状況

そ の 他

計

区　　　　　分

内 科

循 環 器 内 科

区　　　　　分

外 科

心 臓 血 管 外 科

脳神経外科・脳血管内治療
科

脳 神 経 内 科
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(7) 総合周産期母子医療センター 

  

当院は、平成１４年４月、地域周産期母子医療センターの指定を受けたが、受け入れ

患者数や診療実績において、実質的には総合周産期母子医療センターと同等の役割を果

たして来た。その後、平成１８年５月、東棟に総合周産期母子医療センターの施設基準

を満たす面積を有する施設を整備し、平成１８年１２月、総合周産期母子医療センター

の指定を受けた。 

 

＜新生児部門 ３３床＞ 

 当院では昭和５４（1979）年８月１日、低出生体重児や重症新生児の総合的な治療体

制を確立するために、関係方面の協力を得て未熟児新生児センターを開設した。 

開設当初は NICU（新生児集中治療室）５床を含む病床数２０床でスタートしたが、

平成元（1989）年に２５床に増床した。その後、市内外の産科開業医等からの入院要請

の増加に伴い、平成７（1995）年には NICU７床を含む３０床とした。 

平成１８（2006）年の総合周産期母子医療センター開設時には NICU９床、GCU２１床

でスタートしたが、平成２４（2012）年に GCUを２４床に増床している。 

 １年間の総入院数は約 400 名である。令和５（2023）年は 401 名の入院があり、246

名が母体搬送も含めた院内産科からの入院であり、155名が他施設からの入院（専用救

急車を使用した迎え新生児搬送が大部分を占める）である。また、院外でのハイリスク

の分娩にも積極的に立会いを行っている。県内外の総合・地域周産期母子医療センター

とも連携し、すべての新生児疾患に対応できる体制をとっている。 

 令和５（2023）年に入院した出生体重 1000g 未満の超低出生体重児は 11 名、1500g

未満の極低出生体重児は 26名（前述の 11名を含む）であった。 

 

＜産科 ３６床＞ 

 低出生体重児の予後の改善には母体の管理がきわめて重要であり、娩出時期について

は産科の厳重な管理のもと新生児部門と相談の上、適切な娩出時期を決定している。 

 現在の産科は３６床で運営されており、ハイリスクの妊産婦管理を行い、緊急の帝王

切開にも対応するとともに、新生児部門と連携して最先端の周産期・新生児医療を提供

する体制を整えている。 
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＜小児外科 １３床＞ 

当科は、常勤医２名、後期研修医 1名が在籍し、日本外科学会指導医２名、専門医２

名、日本小児外科学会指導医 1名、専門医２名、日本小児泌尿器科学会認定医２名を有

しており幅広い分野に専門性を持って対応している。診療圏は広島市という枠を越え

て、山口県東部（岩国市、大竹市）、広島県東部（東広島市、尾道市、福山市）、県北部

（三次市、庄原市）、島根県(邑智郡、浜田市)、島嶼部からも患者様を御紹介していた

だいており、手術件数は表のごとく推移している。下記の手術数は多くの大学病院小児

外科、総合病院小児外科の手術数を凌駕するものである。 

DPCによる２０２０年４月～２０２１年３月までの統計による当科の精巣固定術４７

例は全国２６位であり、兵庫こども病院４２例、千葉こども病院３４例、北海道立こど

も医療・療育センター31例、聖路加国際病院 18例を凌駕しており、広島県内では 1位

である。 

地域基幹病院における小児外科として、小児診療に関わる様々な科の先生方と緊密に

連携して業務を遂行している。 

年 
入院 

総数 

手術 

総数 

新生児 

入院数 

新生児 

手術 

鼡径 

ヘルニア 

停留 

精巣 

鏡視下 

手術 

2011 365 297 23 21 98 23 18 

2012 360 339 27 22 125 36 59 

2013 421 342 14 10 111 43 75 

2014 402 327 33 24 123 51 75 

2015 377 323 25 17 122 55 56 

2016 402 343 24 19 124 42 74 

2017 388 334 19 19 112 55 88 

2018 392 332 23 16 96 56 62 

2019 379 329 44 18 107 47 68 

2020 356 306 21 15 100 53 79 

2021 341 295 19 15 77 42 65 

2022 318 286 19 12 93 48 96 

2023 305 262 32 20 85 36 87 

当科は平成元年に初代主任部長高田佳輝により創設さたが、当時と比して小児外科の診

療,手術,術前術後管理も大きく変化した。 
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当科の特徴 

一般外科と同様に、小児外科においても診療、手術手法、術前術後管理が大きく変化

しており、広島医療圏のこども達が、全国レベル、環太平洋レベルと遜色ない診療が受

けられるよう変化に対応し努力している。当院は小児心臓血管外科、神経小児科が多数

の症例数を有しており、先天性心疾患を合併した小児外科疾患、外科的治療を有する重

症心身障害児に対しても可能な限り対応している。地域基幹病院における小児外科とし

て、小児診療に関わる様々な科の先生方と緊密に連携して業務を遂行している。 

整容性に配慮した手術： 

 かつては開胸手術・開腹手術ともに大きな創痕が残っていたが、近年は生存率のみで

はなくより QOLに配慮した治療方針が望まれるようになり整容性に配慮した術式、低侵

襲手術を多数行っています。腋窩皺切開や臍部を用いた開腹創により、先天性食道閉鎖

症術後、肺葉切除術後、十二指腸閉鎖症根治術、長節型ヒルシュスプルング病根治術、

萎縮腎摘出術等を行い、いずれも創は目立たず、機能性・美容性を兼ね備えた手術を行

っており、成長後体育での着替えや、プール授業でも、従来に比して患児があまり気に

することはないと考えられる。また、先天性胆道拡張症に対しても腹腔鏡下根治術を行

っている。今後はさらなる技術の研鎖により、上記のような低侵襲手術を高い安全性を

担保しつつ拡大していきたいと考えている。 

新生児外科： 

新生児外科症例は年間約 20 例を占めるが、低出生体重児や先天性心疾患などの合併

奇形の多いこの分野では、新生児科、循環器小児科との緊密な連携のもとに診療を行っ

ている。胎児診断された症例については母胎搬送で産科に入院していただき、出生前か

らの万全の管理で最善の治療を行うようにしている。 

小児泌尿器： 

こども病院がない中国地方では、小児泌尿器疾患(腎臓、膀胱、尿管、精巣、陰部等)

については、小児科、産婦人科、泌尿器科の先生方から小児外科に紹介してもらってい

る。日本小児泌尿器科学会認定医を中心に、VUR根治術、腎盂形成術、尿道形成術を含

めてガイドラインに沿った安全な診療を心掛けている。また小児精索静脈瘤に対しては

広島県内で唯一顕微鏡下手術を行っている。 

 



（単位：人）

区　　分 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

延 患 者 数 11,244  10,862  10,670  9,916  10,119  

一日平均患者数 30.7  29.8  29.2  27.2  27.6  

（単位：人）

区　　分 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

当 院 （ 産 科 ） 203  248  245  264  251  

他 の 施 設 130  149  152  162  151  

計 357  333  397  426  402  

（単位：人）

区　　分 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

分 娩 894  857  842  836  830  

母 体 搬 送 66  83  72  82  66  

患　者　数

患者搬入区分

患者搬入区分

新 生 児 部 門 利 用 状 況

市民病院産科

市民病院新生児部門産科開業医

周産期医療情報ネットワーク

母体搬送

入院依頼
搬 送

情報収集 情報提供

患 者 の 搬 送 方 法

産 科 利 用 状 況
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(8) 脳卒中センター 

 

  脳卒中の診療は「高度な専門性の高い医療の提供」と「時間との闘い」を両立させ

る必要がある。このために、脳卒中を専門とする医療従事者が、いつでも即座に対応

できる医療施設があることが望まれる。 

  当院では脳卒中に関しては、これまで脳神経外科・脳血管内治療と脳神経内科が、

協力し合いながらもそれぞれ診療を行ってきた。しかし、限られた医療資源を有効に、

かつ標準化されたやり方で活用するために、２０２１年４月１日、救命救急センター

内に両診療科による「脳卒中センター」を設立した。 

  脳卒中の中でも、脳の血管が詰まって生じる脳梗塞は、１分間に約１９０万もの細

胞が失われると報告されている。一方で、詰まった血管を再開通させる治療により、

それを止め、症状を劇的に改善させることが可能であることが明らかにされており、

脳梗塞は特に「時間との闘い」が要求される。現在詰まった脳血管を再開通させる治

療には、点滴で溶かす rt-PAとカテーテルによる機械的血栓回収療法がある。 

  日本脳卒中学会は、２４時間３６５日脳卒中患者を受け入れ、脳卒中の診療を担当

する医師が、診断のために必要な検査及び rt-PAを含む適切な治療を速やかに提供で

きる施設を「一次脳卒中センター（PSC）」として許可している。一次脳卒中センター

には、脳卒中専門医が常勤医として勤務していなければならず、脳外科的処置も必要

に応じて迅速に行える体制を備えておく必要がある。また、カテーテルによる機械的

血栓回収療法も行えることが望ましいとされている。 

  当院は、現在「一次脳卒中センター（PSC）」の許可を受けている。脳神経外科・脳

血管内治療科及び脳神経内科は救急科と緊密な協力体制をとり、２４時間３６５日脳

卒中診療を行うことができる体制を整えている。さらに、rt-PA の治療だけでなく、

機械的血栓回収療法、開頭手術にも即応できる専門医がそろっている。脳神経血管内

治療学会専門医４名、血栓回収療法実施医３名が在籍しており（２０２４年４月）、

「一次脳卒中センター（PSC）」の中でも核となるコア施設にも認定されている。当院

の「脳卒中センター」はコア施設として広島の脳卒中医療に全力を尽くして貢献して

いきたいと考えている。一般的な脳卒中の診療以外にも、脳卒中専門医が不在の病院

内で発症する「院内脳卒中」についても迅速な治療が提供できるようシステム作りを

進めている（Stroke Fast Passプロジェクト）。 

  そして、急性期の治療終了後も、患者毎に適切な再発予防策をたて、リハビリが必

要な場合には、回復リハビリ病院を速やかに照会できる地域連携パスを用いた体制を

整えている。 
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 【診療担当医師（2024年 4月）】 

  救急科・脳神経外科・脳神経内科の医師が協同して診療にあたる。現在、脳卒中学

会専門医 9名、脳神経血管内治療学会専門医 4名、脳神経外科学会専門医 6名が在

籍している。 

 【2023年度診療実績】 

脳梗塞 277例（tPA静注療法 54例、血栓回収療法 71例）、脳出血 114例、くも膜下

出血 38例 
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(9) 人工内耳・きこえのセンター 

 

 難聴者に対する人工聴覚器は従来の補聴器のほか、人工内耳、人工中耳、軟骨伝導補聴

器といった新規治療が行われるようになっている。当院では 2008 年から人工内耳埋込術

を開始し、これまでに 130 例を超える症例に手術を行ってきた。1 歳児から 90 歳近くに

わたる、幅広い年齢層が対象となっている。 

 外耳道閉鎖症や、中耳炎術後の聴力不良例などの患者に対しても、軟骨伝導補聴器や人

工中耳といった方法で可能な限り聞こえを取り戻していただく診療を行っている。 

 また補聴器についても、実耳測定という精度の高い検査が行える補聴器適合検査装置

を完備し、補聴器の特性検査や補聴器の試聴などを行い、補聴器店との連携を通じて一人

ひとりの患者に適切な対策を行うようにし努めている。 

 

人工内耳埋込術施行年齢分布 
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(10) 医療支援センター 

 

 以下の７部門の連携により患者、家族への医療支援を行う。 

ア 患者相談窓口 

生活と傷病の状況から生じる心理的・社会的問題の予防や早期の対応、患者・家族からの相

談に応じ解決するための調整に必要な支援を、院内外を問わず、医療ソーシャルワーカーや看

護師が対応する。 

※ 令和５年度相談件数： 20,287 件 

イ 地域医療連携室 

紹介患者の受入及び開放病床の運用、地域の医療機関と連携し地域住民への医療提供や病

診・病病連携の充実を図る。 

※ 令和５年度紹介患者数： 23,139人 

ウ 入院支援室 

入院を予定している患者が安心・安全に入院できるよう患者の情報を入院前に把握し、問題

解決に早期に着手することで効果的な医療の提供や病床の有効利用に繋げる。 

※ 令和５年度支援件数： 7,350 件 

エ 退院支援室 

     患者家族が臨まれた場所で、安心して継続的なケアが受けられるよう、意思決定支援・転院・

転施設調整、在宅療養調整を行う。 

※ 令和５年度支援件数： 2,627件 

オ 在宅支援室 

 患者が安心して在宅生活ができるよう、人工肛門造設患者へのセルフケア指導、創傷ケア（褥

瘡を含む）、失禁ケアを行う。また自己注射や在宅中心静脈栄養法の指導、在宅医療材料の支

給を行う。 

※ 令和５年度支援件数： 4,850 件 

カ がん相談支援センター 

がん診療連携拠点病院のがん専門相談部門として、他部門と連携しながら院内外からの相談

を受ける。また、医療情報サロンの運営や地域医療従事者を対象にがんに関連した各種研修会

を企画運営する。 

※ 令和５年度相談件数： 1,921件 

キ 緩和ケアセンター 

緩和ケアを迅速に提供できる診療体制を整備し強化する。院内の緩和ケアの質の向上を図る。 

【緩和ケアチーム】 

 他職種で構成。がん患者・非がん患者の苦痛緩和介入を行う。 

     令和５年度緩和ケアチームコンサル件数： 305 件 

    【緩和ケア面談・浮腫外来】 

     緩和ケアを必要とする患者へ、継続的なサポートを看護師が行う。 

     令和５年度緩和ケア面談・浮腫外来実施件数（再診を含む）：1,229 件 
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(11) 院内学級 

   

院内学級は小学校が昭和５１年５月に、中学校が昭和５９年４月に設け、療養中の児童、生徒

の学習の場を提供し、学習の遅れの補完、学力の補充と心の安定を図ることに努めている。 

  小・中学校とも、学習指導要領に準じたカリキュラムを組んでおり、退院して元の学校に復学し

たときにできるだけ困らないように配慮している。新型コロナウイルス感染症の影響もあり、例

年より約半数程度である年間 16 人の利用があり、児童・生徒が院内学級で学校生活を送ってい

る。また、東９A病棟の多目的室入室中の長期入院患者が就学児となり、院内学級の教室やベッ

ドサイドで児に合わせた教育を受けている。 
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経営管理課 （庶務係・人事労務係・給与係） 

事務局長   事務局次長     財 務 課 （財務係・経営企画係・ 

                 DX 推進係・情報システム係 ） 

                                  契 約 課 

                                  施設整備課 （整備係・施設係） 

                                     
 
 

                                      総 務 課（保育室･図書室を含む） 

事 務 室                  企 画 課（企画係・医療情報係） 

内  科               医 事 課（医事係・外来係） 

                         総合診療科                

                          血液内科 

                                                内視鏡内科 

                                                呼吸器内科 

                               循環器内科 

                         脳神経内科 

                         腫瘍内科 

                         内分泌・糖尿病内科 

腎臓内科 

病院長         外  科 

整形外科  

特任病院長        形成外科 

脳神経外科・脳血管内治療科 

心臓血管外科 

                                                呼吸器外科 

                                                乳腺外科 

                                                小 児 科 

神経小児科 

                                                小児外科 

                                                循環器小児科 

                                       副院長    産   科 

                                                婦 人 科 

                                                皮 膚 科 

                                                泌尿器科 

                                                耳鼻咽喉科 

                                                頭頸部外科 

                                                眼  科 

                                                精 神 科 

                                                放射線診断科 

                         放射線治療科 

                         救 急 科 

                                                麻 酔 科 

                         緩和ケア科 

                                                リハビリテーション科 

                                                リウマチ・膠原病科 

                                                歯  科(口腔ケアセンター) 

                                                歯科口腔外科 

                                                人工腎臓センター                                                        

                         救命救急センター   

総合周産期母子医療センター 

口唇裂口蓋裂センター 

ブレストケアセンター 

脳卒中センター 

       人工内耳・きこえのセンター 

CE センター 

   がんゲノム医療センター 

健康管理室 

臨床検査部 

病理診断科 

手 術 室 

集中治療部 

心臓・大血管低侵襲治療部       

成人先天性心疾患治療部      地域医療連携室 

薬 剤 部             在宅支援室 

放射線技術部            患者相談窓口 

            通院治療センター         がん相談支援センター 
栄 養 室             退院支援室 

             医療支援センター          緩和ケアセンター 

         看護部                 入院支援室 

医療安全管理室                

感染管理室             

主な病棟・施設等 

 

西病棟５階 

西病棟６階 

西病棟７階 

西病棟８階 

西病棟９階 

ＩＣＵ 

救命救急センター 

中央病棟６階 

中央病棟７階 

中央病棟８階 

東病棟５階 A･B 

東病棟６階 A･B 

東病棟７階 A･B 

東病棟８階 A･B 

東病棟９階 A･B 

中央滅菌室 

中央処置室 

   

など 

広島市民 

病院 

本部事務局 

北部医療

センター

安佐市民 

病院 

機構組織図（令和６年度） 

理 

事 

長 

リハビリ 
テーション 

病院 

舟入市民

病院 



5　職　員　数（令和6年4月1日現在）

区　　　　　　　　分 職　　　　　　　　種

医 師 医 師 ・ 歯 科 医 師 ① 200

薬 剤 師 55

心 理 療 法 士 2

診 療 放 射 線 技 師 50

栄 養 士 9

臨 床 検 査 技 師 67

臨 床 工 学 技 士 20

理 学 ・ 作 業 療 法 士 21

言 語 聴 覚 士 5

視 能 訓 練 士 4

歯 科 衛 生 士 5

歯 科 技 工 士 1

　　小　　　　　　　計 ② 239

看 護 職 看 護 師 994

保 健 師 2

　　小　　　　　　　計 ③ 996

事 務 40

技 術 0

　　小　　　　　　　計 ④ 40

技 術 員 0

業 務 員 1

　　小　　　　　　　計 ⑤ 1

1,476

区　　　　　　　　分 職　　　　　　　　種

医 師 ･ 歯 科 医 師 104

看 護 職 108

医 療 技 術 職 16

事 務 職 219

技 能 業 務 職 110

557

合計 2,033

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計

再任用・嘱託・臨時・パート
職 員

医 療 技 術 職

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　①＋②＋③＋④＋⑤

技 能 業 務 職

事 務 職

職員数（人）

職員数（人）
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1　入　院　患　者　数

一 日 平 均 （人） 623.4 22.3 645.7

年 延 （人） 228,169 8,162 236,331

病 床 利 用 率 （％） 87.2 79.6 86.9

在 院 日 数 （日） 10.8 28.6 11.1

病 床 回 転 数 （回） 30.3 10.4 29.5

一 日 平 均 （人） 562.7 21.4 584.1

年 延 （人） 205,392 7,799 213,191

病 床 利 用 率 （％） 78.7 76.3 78.6

在 院 日 数 （日） 10.9 27.3 11.2

病 床 回 転 数 （回） 27.1 10.1 26.5

一 日 平 均 （人） 545.2 24.3 569.5

年 延 （人） 199,015 8,868 207,883

病 床 利 用 率 （％） 76.3 86.8 76.7

在 院 日 数 （日） 10.4 26.5 10.7

病 床 回 転 数 （回） 27.5 12.1 26.9

一 日 平 均 （人） 537.2 21.3 558.5

年 延 （人） 196,080 7,776 203,856

病 床 利 用 率 （％） 75.1 76.1 75.2

在 院 日 数 （日） 10.0 25.5 10.3

病 床 回 転 数 （回） 28.0 10.8 27.4

一 日 平 均 （人） 537.4 19.3 556.7

年 延 （人） 196,688 7,070 203,758

病 床 利 用 率 （％） 75.2 69.0 74.9

在 院 日 数 （日） 10.0 25.4 10.2

病 床 回 転 数 （回） 28.3 9.8 27.6

令
和
３
年
度

※　健康管理センターを除く。また、入院患者延数に退院日は含まない。

令
和
４
年
度

令
和
２
年
度

令
和
元
年
度

令
和
５
年
度

（７４３床）
区　　　　　　　　　　分

計一般病棟

（７１５床） （２８床）

精神病棟

Ⅲ 資 料
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2  科別入院患者数

（単位：人）

一日平均 年　延 一日平均 年　延 一日平均 年　延 一日平均 年　延 一日平均 年　延

内 科 102.4 37,493 91.3 33,329 90.1 32,897 98.2 35,835 99.4 36,371 

呼 吸 器 内 科 39.1 14,311 36.4 13,298 34.2 12,469 32.3 11,793 27.3 10,005 

循 環 器 内 科 53.2 19,457 46.9 17,136 49.2 17,976 50.7 18,522 55.3 20,228 

脳 神 経 内 科 25.3 9,248 22.3 8,123 19.3 7,030 19.7 7,184 20.5 7,512 

外 科 78.6 28,768 77.4 28,241 71.8 26,193 69.6 25,399 68.5 25,080 

整 形 外 科 38.7 14,146 33.2 12,130 33.6 12,255 34.5 12,575 32.1 11,748 

形 成 外 科 13.6 4,985 11.2 4,090 11.4 4,164 10.8 3,948 10.5 3,842 

脳 神 経 外 科 ・
脳血管内治療科 39.8 14,569 31.4 11,464 30.7 11,209 25.9 9,444 28.4 10,387 

心臓血管外科 42.9 15,703 39.5 14,428 39.5 14,402 35.6 12,989 35.8 13,087 

呼 吸 器 外 科 14.4 5,285 10.2 3,717 10.2 3,723 11.3 4,140 10.0 3,669 

小 児 科 49.5 18,119 47.3 17,257 46.7 17,047 41.8 15,244 44.2 16,167 

小 児 外 科 8.0 2,913 6.6 2,400 7.1 2,601 5.4 1,983 5.7 2,072 

産科・婦人科 56.1 20,521 51.5 18,790 51.4 18,778 49.5 18,061 48.9 17,894 

皮 膚 科 2.4 872 2.6 962 2.4 858 3.3 1,221 2.4 873 

泌 尿 器 科 27.8 10,159 25.9 9,464 22.6 8,264 23.0 8,405 21.2 7,776 

耳 鼻 咽 喉 科 22.7 8,291 21.1 7,702 18.9 6,916 19.1 6,962 20.6 7,530 

眼 科 3.9 1,437 2.6 931 1.7 628 1.7 635 1.8 643 

精 神 科 22.3 8,173 21.6 7,873 24.3 8,882 21.3 7,787 19.3 7,070 

放 射 線 科 1.2 426 1.0 363 0.6 234 0.4 153 0.1 42 

麻 酔 科 0.0 3 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 

リウマチ・膠原
病 科 2.9 1,051 2.3 840 2.3 827 2.6 960 2.7 975 

歯科・歯科口
腔 外 科

1.1 401 1.8 653 1.5 530 1.7 616 2.2 787 

計 645.7 236,331 584.1 213,191 569.5 207,883 558.6 203,856 556.7 203,758 

※　乳腺外科の患者数は外科に含む。循環器小児科の患者数は小児科に含む。頭頸部外科の患者数は耳鼻咽喉科に含む。

※　入院患者延数に退院日は含まない。

令和5年度令和4年度
区　　　　分

令和3年度令和2年度令和元年度
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3 科別外来患者数

（単位：人）

一日平均 年　延 一日平均 年　延 一日平均 年　延 一日平均 年　延 一日平均 年　延

内 科 362.9 87,816 287.8 69,643 304.2 73,311 311.7 75,735 213.0 77,967 

呼 吸 器 内 科 68.9 16,681 66.0 15,981 66.8 16,098 64.3 15,626 59.0 14,344 

循 環 器 内 科 136.2 32,959 121.3 29,347 123.7 29,804 115.9 28,152 112.0 27,213 

脳 神 経 内 科 66.8 16,158 48.4 11,706 50.9 12,266 55.2 13,411 57.0 13,846 

外 科 188.5 45,606 178.5 43,191 175.6 42,309 174.7 42,441 114.5 41,903 

整 形 外 科 77.3 18,695 54.9 13,279 54.1 13,038 54.5 13,239 50.0 12,157 

形 成 外 科 43.6 10,551 37.5 9,063 42.0 10,133 43.8 10,653 46.9 11,395 

脳 神 経 外 科 ・
脳血管内治療科

46.3 11,214 39.3 9,521 40.2 9,691 38.7 9,407 37.4 9,095 

心臓血管外科 34.4 8,327 26.8 6,494 27.0 6,504 27.1 6,583 26.3 6,391 

呼 吸 器 外 科 24.8 5,998 23.5 5,692 23.9 5,757 25.1 6,105 23.9 5,816 

小 児 科 119.1 28,817 107.9 26,116 105.9 25,514 103.8 25,234 71.1 26,005 

小 児 外 科 20.5 4,959 18.6 4,496 19.4 4,672 17.4 4,217 17.2 4,190 

産科・婦人科 155.0 37,502 136.6 33,048 139.7 33,660 138.7 33,702 135.2 32,860 

皮 膚 科 36.7 8,889 33.6 8,126 38.7 9,324 40.1 9,752 39.3 9,562 

泌 尿 器 科 71.4 17,283 69.4 16,783 72.4 17,456 77.4 18,799 78.4 19,059 

耳 鼻 咽 喉 科 91.8 22,211 85.1 20,592 88.8 21,408 86.9 21,108 88.1 21,413 

眼 科 52.3 12,646 47.4 11,461 49.9 12,030 53.3 12,953 53.8 13,084 

精 神 科 46.7 11,306 42.8 10,367 43.6 10,502 42.7 10,382 38.0 9,234 

放 射 線 科 39.0 9,450 43.5 10,531 43.5 10,489 45.6 11,069 45.7 11,114 

麻 酔 科 0.6 156 2.7 655 3.1 747 2.1 517 2.9 714 

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.0 0 

リウマチ・膠原
病 科

23.3 5,643 16.8 4,075 16.1 3,885 16.7 4,070 15.8 3,830 

歯科・歯科口
腔 外 科

82.2 19,891 74.9 18,125 77.9 18,768 79.7 19,378 80.2 19,495 

計 1,780.9 432,758 1,563.2 378,292 1,607.3 387,366 1,615.4 392,534 1,607.8 390,687 

※　健康管理センターを除く。

※　乳腺外科の患者数は外科に含む。循環器小児科の患者数は小児科に含む。頭頸部外科の患者数は耳鼻咽喉科に含む。

※　救急科の患者数は内科に含む。

令和５年度令和４年度令和３年度
区　　　　分

令和元年度 令和２年度
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4 公衆衛生活動状況、その他
（単位：人）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

9 4 1 1 1 

0 0 0 0 0 

544 424 439 444 419 

6,750 5,867 5,524 5,612 5,529 

821 768 791 718 733 

894 857 842 836 830 

入 院 1,316 1,355 1,336 1,300 1,279 

退 院 1,329 1,348 1,344 1,290 1,289 

在 院 延 数 17,126 16,634 16,411 14,940 15,110 

一 日 平 均 46.8 45.6 45.0 40.9 41.3 

※　健康管理業務は、平成27年８月に舟入市民病院に移管。

(単位：件）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

2,119 1,838 1,970 2,009 2,011 

19 17 19 23 26 

1,362 1,301 1,378 1,391 1,388 

71 83 76 77 88 

2,603 2,517 2,503 2,484 2,393 

1,317 1,078 1,136 1,122 1,039 

1,243 1,034 1,182 1,267 1,292 

547 443 431 389 452 

1,004 965 1,050 913 907 

389 350 392 388 357 

252 280 165 162 213 

347 308 300 306 261 

2,185 2,127 2,149 2,051 2,002 

223 281 293 292 279 

838 770 766 819 731 

1,429 1,233 1,197 1,183 1,316 

1,528 1,343 1,302 1,482 1,452 

4 30 20 0 10 

66 59 10 0 0 

3 0 0 0 0 

0 0 0 0 0 

2 8 0 3 6 

2,362 2,304 2,524 2,687 2,930 

19,913 18,369 18,863 19,048 19,153 

※　歯科・口腔外科については、抜歯術等の件数を含む。

※　手術件数については、内視鏡室など手術室以外で行われた手術の件数を含む。

結 核 健 診

妊 婦 健 診

眼 科

歯 科 ・ 歯 科 口 腔 外 科

計

精 神 科

放 射 線 科

麻 酔 科

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 科

リ ウ マ チ ・ 膠 原 病 科

耳 鼻 咽 喉 科

形 成 外 科

脳神経外科･脳血管内治療科

心 臓 血 管 外 科

泌 尿 器 科

産 科 ・ 婦 人 科

皮 膚 科

区　　　　　分

乳 児 健 診

被 爆 者 健 診

呼 吸 器 内 科

が ん 検 診

5 手 術 件 数

分 娩

周産期母子
医療セン

ター
新 生 児

区　　　　　分

内 科

小 児 外 科

外 科

循 環 器 内 科

整 形 外 科

呼 吸 器 外 科

小 児 科

脳 神 経 内 科
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一般撮影 71,488 56,704 59,776 62,096 60,214

骨密度 617 610 584 649 571

ポータブル撮影 31,441 30,618 34,389 34,277 34,501

乳房撮影 1,946 2,010 1,390 1,321 1,167

総件数 105,492 89,942 96,139 98,343 96,453

ＴＶ-1 2,371 2,261 1,191 1,367 1,294

ＴＶ-2 1,202 1,274 2,259 2,523 2,641

ＴＶ-3 755 691 939 842 841

総件数 4,328 4,226 4,389 4,732 4,776

第1CT 14,565 13,551 11,370 12,062 11,972

第2CT（4F） 17,399 16,650 16,622 15,051 15,928

第3CT（救外） 13,358 8,596 11,655 11,880 12,402

総件数 45,322 38,797 39,647 38,993 40,302

1.5T　MRI 4,646 4,857 4,379 4,338 4,314

3T　MRI 5,104 4,387 4,668 4,553 4,363

第2MRI 0 0 0 0 －

総件数 9,750 9,244 9,047 8,891 8,677

room1 639 551 569 645 763

room2 1,607 1,346 1,182 1,067 708

room3 461 426 384 560 561

room4 841 650 728 328 707

ハイブリッドOP室 233 217 275 254 268

総件数 3,781 3,190 3,138 2,854 3,007

RI-1 923 633 627 606 491

RI-2 751 573 602 504 536

総件数 1,674 1,206 1,229 1,110 1,027

ファイリング 22,917 20,414 21,571 22,071 21,904

CD-R書込み 15,626 14,301 14,553 15,768 15,310

フィルムコピー 502 412 440 515 361

他院伝送 2,136 2,038 1,656 1,958 1,940

遠隔読影 0 0 0 0 －

総件数 41,181 37,165 38,220 40,312 39,515

LINAC-1 7,523 8,863 7,803 4,326 4,201

LINAC-2 5,320 5,856 5,534 8,849 9,457

RALS 39 40 35 65 43

位置決めCT 1,481 1,427 1,322 1,362 1,382

総件数 14,363 16,186 14,694 14,602 15,083

令和5年度令和4年度令和2年度

放射線治療

核医学

ネットワーク業務

令和3年度

6 放射線技術部年度別検査件数

Ｘ-ＴＶ

撮影

CT

MRI

血管造影

令和元年度
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7 部門別検査取扱件数

（単位：件）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

1,339,992 1,203,923 1,225,315 1,240,025 1,252,153 

722,933 639,332 637,768 648,874 591,198 

3,296,488 3,034,890 3,132,520 3,137,524 3,181,444 

66,638 57,504 55,487 55,092 52,604 

32,291 29,341 29,347 28,453 25,164 

77,859 67,291 67,629 67,034 65,603 

25,973 23,855 24,545 24,811 23,970 

5,562,174 5,056,136 5,172,611 5,201,813 5,192,136 

8 調剤件数（１ヶ月平均）

（単位：件）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

12,013 11,043 11,590 11,507 11,262

24,556 21,905 23,088 23,075 22,916

150,239 131,545 136,195 123,792 118,405

19,502 18,304 18,923 18,578 18,615

45,792 41,907 42,333 40,815 42,060

94,875 88,163 89,502 (81,398) (66,824)

6,522 5,096 5,025 5,077 5,032

18,588 14,894 14,586 14,432 14,053

463,291 408,240 384,193 356,062 307,228

9,527 8,621 8,902 9,178 9,231

処方箋枚数 7,744 5,658 6,006 6,430 6,767

8,271 7,572 8,039 8,085 8,958

22,330 18,308 20,185 (20,103) (16,944)

18,535 16,139 16,615 16,584 16,294

43,144 36,799 37,674 37,507 36,969

613,530 539,785 520,388 479,854 425,633

27,246 23,962 24,929 25,008 25,382

54,063 49,479 50,372 48,900 50,658

117,205 106,471 109,687 (101,501) (83,768)

  ※　表中の()内の件数については暫定件数。システム更新に伴い再集計予定としている。

計

処方薬

処方箋枚数

処方件数

剤数

注射薬

処方箋枚数

処方件数

本数

外来

処方薬

処方箋枚数

処方件数

剤数

院外処方箋枚数

注射薬 処方件数

本数

区　　　　　　分

入院

処方薬

処方箋枚数

処方件数

剤数

注射薬

処方箋枚数

処方件数

本数

計

区　　　　　　　　分

一　　　　　　　　般

生　化　学 ・ 免　疫

微 　　　生 　　　物

輸　　　　　　　　血

生　　　　　　　　理

病　　　　　　　　理

血　　　　　　　　液
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9 薬剤管理指導料（１ヶ月平均） （単位：件）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

3,034 2,485 2,258 2,180 2,179

1007 839 814 873 878

71 61 38 28 21

158 152 152 46 48

10 無菌製剤処理料（１ヶ月平均） （単位：件）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

179 179 189 137 145

254 225 200 224 210

外
来 919 939 1023 1,059 1,016

11 給食の状況 （単位：食）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

167,753 145,533 140,791 141,187 138,141

100,839 88,297 84,227 76,889 76,422

315,476 292,005 295,261 289,159 295,459

584,068 525,835 520,279 507,235 510,022

1,600 1,437 1,425 1,390 1,397

12栄養室活動状況 （単位：件）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

2,238 2,087 2,011 2,007 1,924

691 628 505 869 979

1,727 2,191 2,363 2,300 2,084

288 36 0 0 54

962 994 1,233 1,481 1,411

266 263 196 178

361 484

1,634 1,688

13 ＮＳＴ（栄養サポートチーム） （単位：件）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

494 446 475 449 463

 通院治療センター

栄
養
介
入

 個別栄養指導(外来）

 集団栄養指導

計

麻　薬　加　算

高カロリー輸液製剤

一　日　平　均

常　　　　　食

軟　　　　　食

治　　療　　食

区　　　　　　分

抗悪性腫瘍剤

区　　　　　分

全　　件　　数

退　院　加　算

抗悪性腫瘍剤

がん患者指導管理料３

区　　　　　　分

入
院

区　　　　　分

 喫食不良
（食事調整）

区　　　　　分

 個別栄養指導(入院）

ラ　ウ　ン　ド　件　数

早期栄養介入管理加算

周術期栄養実施加算

栄
養
指
導

 緩和ケア
（個別栄養管理加算）
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14　主要医療機器

台数 購 入 年 度

診断 支 援 画像 ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ ｼ ｽ ﾃ ﾑ ( ｺ ｱ ｽ ｲ ｯ ﾁ 更 新 ) 1 放 射 線 診 断 科 平成26年度

診 断 支 援 画 像 ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 1 〃 〃

磁 気 共 鳴 断 層 撮 影 装 置 1 〃 〃

注 射 薬 払 出 シ ス テ ム 1 薬 剤 部 〃

ハ イ ブ リ ッ ト 手 術 室 血 管 造 影 検 査 ・ 治 療 シ ス テ ム 1 中 央 手 術 室 〃

脳 分 離 式 人 工 心 肺 装 置 1 中 央 手 術 室 平成27年度

病 理 支 援 シ ス テ ム 1 病 理 診 断 科 〃

腹 腔 鏡 下 手 術 シ ス テ ム 1 中 央 手 術 室 〃

生 理 検 査 シ ス テ ム 1 生 理 検 査 室 〃

超 音 波 画 像 診 断 装 置 Voluson E10 1 産 科 ・ 婦 人 科 平成28年度

人 工 腎 臓 シ ス テ ム 1 人 工 腎 臓 セ ン タ ー 〃

眼 科 手 術 用 顕 微 鏡 1 中 央 手 術 室 〃

ホ ル ミ ウ ム ・ ヤ グ レ ー ザ ー シ ス テ ム 1 〃 〃

過 酸 化 水 素 低 温 プ ラ ズ マ 滅 菌 器 1 中 央 滅 菌 室 〃

高 精 度 放 射 線 治 療 シ ス テ ム 1 放 射 線 治 療 科 〃

診 断 支 援 画 像 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 1 放 射 線 診 断 科 〃

臨 床 検 査 総 合 シ ス テ ム 1 臨 床 検 査 室 〃

超 音 波 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム 1 内 視 鏡 セ ン タ ー 平成29年度

SPECT/CT 核 医 学 検 査 装 置 1 放 射 線 診 断 科 〃

自 動 ジ ェ ッ ト 式 超 音 波 洗 浄 装 置 1 中 央 滅 菌 室 平成30年度

内 視 鏡 下 手 術 用 支 援 ロ ボ ッ ト 1 中 央 手 術 室 〃

加 齢 黄 斑 変 性 症 診 断 シ ス テ ム 1 眼 科 〃

全 自 動 錠 剤 分 包 機 シ ス テ ム 1 薬 剤 部 〃

一 般 撮 影 装 置 1 放 射 線 技 術 部 令和元年度

自 動 ジ ェ ッ ト 式 超 音 波 洗 浄 装 置 シ ス テ ム 1 中 央 滅 菌 室 〃

注 射 薬 自 動 払 出 シ ス テ ム 1 薬 剤 部 〃

眼 科 手 術 用 顕 微 鏡 1 中 央 手 術 室 〃

Ｘ 線 乳 房 撮 影 装 置 用 ト モ シ ン セ シ ス シ ス テ ム 1 放 射 線 技 術 部 〃

全 身 用 マ ル チ ス ラ イ ス Ｃ Ｔ 装 置 1 放 射 線 技 術 部 令和２年度

放 射 線 診 断 情 報 ・ 放 射 線 レ ポ ー ト シ ス テ ム 1 放 射 線 診 断 科 〃

カ ー ト コ ン テ ナ ウ ォ ッ シ ャ ー 1 中 央 滅 菌 室 〃

全 身 用 マ ル チ ス ラ イ ス Ｃ Ｔ 装 置 1 放 射 線 技 術 部 〃

超 音 波 診 断 装 置 ・ 画 像 解 析 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン 1 生 理 検 査 室 〃

Ｉ Ｖ Ｒ － Ｃ Ｔ 装 置 シ ス テ ム 1 放 射 線 技 術 部 令和３年度

全 身 用 マ ル チ ス ラ イ ス Ｃ Ｔ 装 置 1 〃 〃

多 目 的 デ ジ タ ル Ｘ 線 Ｔ Ｖ シ ス テ ム 1 〃 〃

治 療 計 画 用 マ ル チ ス ラ イ ス Ｃ Ｔ 装 置 1 放 射 線 治 療 科 〃

超 音 波 診 断 装 置 1 中 央 手 術 室 〃

広 島 市 立 病 院 機 構 医 療 情 報 シ ス テ ム 1 ― 令和４年度

内 視 鏡 下 手 術 用 支 援 ロ ボ ッ ト 1 中 央 手 術 室 〃

X 線 血 管 造 影 装 置 シ ス テ ム 1 放 射 線 技 術 部 〃

手 術 用 顕 微 鏡 1 中 央 手 術 室 〃

臨 床 検 査 シ ス テ ム 1 臨 床 検 査 室 〃

内 視 鏡 情 報 管 理 シ ス テ ム 1 内 視 鏡 セ ン タ ー 〃

診 断 支 援 画 像 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 1 放 射 線 技 術 部 〃

薬 剤 業 務 支 援 シ ス テ ム 1 薬 剤 部 〃

放 射 線 治 療 シ ス テ ム 1 放 射 線 治 療 科 令和５年度

X 線 血 管 撮 影 シ ス テ ム 1 放 射 線 技 術 部 〃

東 ･ 西 ･ 中 央 棟 生 体 情 報 モ ニ タ リ ン グ シ ス テ ム 1 Ｃ Ｅ セ ン タ ー 〃

※　購入年度平成26年度以降で購入価格（税込）３千万円以上のもの。

品　　　　　　　　　名 配　　置　　先
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15　収支状況
（単位：円）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

33,944,754,904 33,303,327,338 34,322,978,012 34,726,679,772 34,909,513,125

32,161,100,796 30,263,255,537 31,304,472,099 32,168,517,301 33,069,760,445

21,191,598,905 19,974,147,786 20,562,421,354 20,867,478,599 21,402,798,371

10,314,549,388 9,692,634,734 10,177,733,794 10,780,583,095 11,102,154,450

654,952,503 596,473,017 564,316,951 520,455,607 564,807,624

室 料 差 額 収 益 466,163,458 428,849,000 404,442,775 386,734,636 396,334,708

公衆衛生活動収益 0 0 0 0 0

その他医業収益 188,789,045 167,624,017 159,874,176 133,720,971 168,472,916

1,741,206,658 2,270,319,347 1,844,382,711 1,524,062,667 1,511,008,390

41,036,231 761,480,201 1,165,810,862 1,004,432,642 318,967,795

1,000,000 7,528,520 2,975,104 22,357,660 2,205,523

411,219 743,733 5,337,236 7,309,502 7,570,972

442,173,188 386,630,845 366,449,945 373,881,470 381,525,574

114,803,342 106,056,385 97,046,721 88,748,333 83,317,610

7,028,428 2,355,582 1,459,448 1,890,294 4,228,333

320,341,418 278,218,878 267,943,776 283,242,843 293,979,631

2,135,202 0 0 0 0

2,135,202 0 0 0 0

0 0 0 0 0

34,389,063,294 33,689,958,183 34,689,427,957 35,100,561,242 35,291,038,699

34,252,200,320 32,912,172,265 33,595,609,396 34,312,852,825 35,639,862,941

16,150,642,195 15,776,289,518 15,830,632,268 15,955,266,995 16,327,520,956

11,640,528,145 10,970,211,767 11,619,539,218 12,116,646,192 12,881,658,642

3,821,857,217 3,749,990,373 3,927,204,068 4,201,524,099 4,311,505,230

2,551,177,407 2,359,558,313 2,155,830,696 1,946,424,790 1,975,866,944

12,339,749 14,067,791 14,261,707 34,580,739 66,038,771

75,655,607 42,054,503 48,141,439 58,410,010 77,272,398

458,407,374 411,053,067 382,284,641 311,690,548 327,727,891

345,658,458 319,224,401 292,025,647 267,102,215 251,247,471

341,151,823 315,320,788 288,683,723 263,786,254 246,117,074

4,506,635 3,903,613 3,341,924 3,315,961 5,130,397

112,748,916 91,828,666 90,258,994 44,588,333 76,480,420

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

34,710,607,694 33,323,225,332 33,977,894,037 34,624,543,373 35,967,590,832

△ 321,544,400 366,732,851 711,533,920 476,017,869 △ 676,552,133

寄 附 金 収 益

営 業 外 収 益

雑 益

臨 時 収 益

資 産 見 返 負 債 戻 入

財 務 収 益

物 品 受 贈 益

営 業 費 用

給 与 費

減 価 償 却 費

材 料 費

費

用

資 産 減 耗 費

研 究 研 修 費

運 営 費 負 担 金 収 益

区　　　　分

営 業 収 益

医 業 収 益

運 営 費 負 担 金 収 益

補 助 金 等 収 益

入 院 収 益

外 来 収 益

そ の 他 医 業 収 益

経 費

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

長 期 借 入 金 利 息

移行前地方債利息

当年度純利益(Ａ-Ｂ)

営 業 外 費 用

財 務 費 用

雑 支 出

臨 時 損 失

承 継 消 耗 品 費

費 用 合 計 (Ｂ)

収 益 合 計 (Ａ)

収

益
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16　財産の状況

金　　額 構成比 金　　額 構成比

29,081,323,231 72.0% 21,890,145,813 50.3%

27,481,672,939 68.0% 26,587,628 0.1%

12,200,000,000 30.2% 3,041,812,648 7.0%

23,043,975,203 - 10,364,598,278 23.8%

減 価 償 却 累 計 額 △ 11,805,056,118 - 8,310,478,459 19.1%

年度末償却未済高 11,238,919,085 27.8% 退 職 給 付 引 当 金 8,310,478,459 19.1%

273,359,468 - 146,668,800 0.3%

減 価 償 却 累 計 額 △ 88,681,156 - 6,231,447,015 14.3%

年度末償却未済高 184,678,312 0.5% 960,119,576 2.2%

12,045,960,497 - 869,792,398 2.0%

減 価 償 却 累 計 額 △ 8,211,463,762 - 3,504,310,500 8.1%

年度末償却未済高 3,834,496,735 9.5% 165,090,036 0.4%

54,645,640 - 732,134,505 1.7%

減 価 償 却 累 計 額 △ 50,177,448 - 賞 与 引 当 金 732,134,505 1.7%

年度末償却未済高 4,468,192 0.0%

19,110,615 0.0% 28,121,592,828 64.6%

606,902,719 1.5% 13,216,339,505 30.4%

37 0.0% 13,216,339,505 30.4%

606,902,682 1.5% 5,800,000 0.0%

992,747,573 2.5% 5,800,000 0.0%

0 0.0% 2,175,538,884 5.0%

988,784,573 2.4% 2,540,012,466 5.8%

3,963,000 0.0% △ 364,473,582 -0.8%

11,327,609,493 28.0%

4,734,677,431 11.7%

0 0.0%

6,100,216,783 -

△ 36,350,000 -

6,063,866,783 15.0%

150,788,509 0.4%

300,000,000 0.7%

75,680,000 0.2%

2,596,770 0.0% 15,397,678,389 35.4%

40,408,932,724 100.0% 43,519,271,217 100.0%

※ 本部事務局との取引に係る金額を除く。

（令和６年３月３１日現在）

短 期 貸 付 金

固 定 資 産

区　　　　　分 区　　　　　分

資

産

負 債 合 計

有 形 固 定 資 産

前 払 金

土 地

建 物

構 築 物

器 械 備 品

無 形 固 定 資 産

（単位：円）

固 定 負 債

長 期 借 入 金

移行前地方債償還債務

引 当 金

流 動 負 債

資 産 見 返 負 債

そ の 他

有 価 証 券

未 収 金

負 債 ・ 純 資 産 合 計

純 資 産 合 計

設 立 団 体 出 資 金

資　　産　　合　　計

負

債

・

純

資

産

資 産 除 去 債 務

資 本 金

資 本 剰 余 金

資 本 剰 余 金

当 期 未 処 分 利 益

利 益 剰 余 金

積 立 金

一年以内返済予定長期借入金

一年以内返済予定移行前地方債償還債務

車 両

建 設 仮 勘 定

貯 蔵 品

未 払 金

預 り 金

貸 倒 引 当 金

差 引 未 収 金

引 当 金

長 期 前 払 消 費 税 等

そ の 他

ソ フ ト ウ ェ ア

現 金 及 び 預 金

電 話 加 入 権

流 動 資 産

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

－34－



年 月 日 事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項

5 25 病院名称「社会保険広島市民病院」と決定

8 9 病院開設許可（指令第145号89床、内、外、小、産）

 11 開院式挙行（広島中央公民館）

 12 病院使用許可（指令第178号）

 15 診療開始、保険医番号広７番、結核予防法医療機関、優生保護法医療機関に指定

9 20 生活保護法医療機関に指定

10 29 広島市医師会准看護婦養成所実習病院に指定

11 30 玄関棟増築　138.8㎡、管理棟　194.9㎡、厨房棟　128.8㎡　完成

2 1 放射線科新設123床に増床

4 7 労災保険法医療機関に指定

6 1 耳鼻咽喉科、眼科新設138床に増床

11 1 歯科新設

12 1 完全給食の認可（生食第36号）

1 1 完全看護の許可（生看第36号）

5 1 原爆被爆者一般疾病医療機関に指定

 8 第２次病棟増築工事完成、218床に増床

7 1 皮膚泌尿器科新設

6 30 結核病棟完成、310床に増床

7 1 結核病棟に対する完全看護、完全給食承認

9 16 看護婦寄宿舎（鉄筋３階建）完成

4 1 地方公営企業法全部適用

 〃 整形外科新設

5 25 手術棟完成

7 1 保険医療機関に指定

8 1 原爆被爆者健康診断医療機関に指定

6 30 特別病棟完成、340床に増床

9 30 総合病院の名称使用承認

10 1 診療報酬点数甲表適用

　 〃 基準看護一類及び基準給食適用

11 7 患者収容定員変更355床に増床

昭32
(1957)

昭33
(1958)

昭27
(1952)

昭28
(1953)

昭29
(1954)

昭31
(1956)

Ⅳ 広島市民病院のあゆみ

－35－



年 月 日 事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項

1 1 国民健康保険療養取扱機関指定

21 教育医療機関指定

3 21 全館（結核病棟を除く）暖房設備工事完成

4 13 心臓外科新設

6 25 患者収容定員変更379床に増床

7 1 性病予防法医療機関に指定

10 25 第11回社会保険医学会開催担当（於　平和記念館）

12 5 病院敷地　17,196.2㎡　広島平和記念都市建設法に基づき国より無償譲与

3 17 結核病棟暖房設備工事完成

6 17 結核病棟一部用途変更

12 22 患者収容定員変更392床に増床

2 26 麻酔科新設

8 7 霊安室、解剖室新設

6 23 防火貯水槽（プール）完成

8 1 事務局機構改革　２課５係制

10 1 皮膚泌尿器科を皮膚科、泌尿器科に分離

昭38
(1963)

4 1 政府管掌被保険者、被扶養者割引診療撤廃

3 1 手術棟増築工事　390.6㎡　完成

6 20 放射線治療棟完成

7 1 基準寝具実施

8 31 放射性同位元素使用許可

9 1 院内血液銀行開設

12 4 身体障害者福祉法心臓育成医療機関に指定

2 1 超低体温麻酔法採用

3 1 事務局機構改革　４課６係制

29 診療管理棟（手術棟）完成　881.8㎡

31 厨房棟増築工事完成　177.8㎡

5 20 特別病棟４・５階増築工事完成　1,187㎡

6 1 患者収容定員変更450床に増床（一般372床・結核78床）

〃 中央配膳方式実施

1 1 事務局機構改革　４課７係制

3 1 神経科新設

4 1 精神科新設

5 17 職員食堂改築

2 20 看護婦寄宿舎増改築工事完成　256.6㎡

3 31 自動車車庫、カルテ倉庫新築工事完成　421.8㎡

昭41
(1966)

昭42
(1967)

昭34
(1959)

昭35
(1960)

昭36
(1961)

昭37
(1962)

昭39
(1964)

昭40
(1965)
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年 月 日 事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項

3 31 職員食堂その他増築工事完成　370.3㎡

〃 整形外科治療浴室新設工事完成

4 2 医療相談室開設

30 管理棟増築工事完成

5 18 患者収容定員変更480床に増床

6 27 救急病院指定

7 1 事務局機構改革　４課８係制

8 1 脳神経外科新設

9 1 病理部新設

10 28 身体障害者福祉法整形外科更生医療機関指定

昭43
(1968)

1 1 気管食道科新設

2 1 癌糖尿病相談室開設

4 1 臨床生化学検査部新設

8 30 患者収容定員変更510床に増床（精神科30床）

9 3 人工腎臓医療開始

4 1 人工腎臓センター開設

〃 事務局機構改革　４課７係制

7 16 人工腎臓センター増築

3 22 身体障害者福祉法心臓脈管外科更生医療機関指定

6 30 カルテ倉庫増築工事完成

7 24 外来診療棟、その他冷房設備工事完成

10 1 船員保険年金受給者検診機関指定

16 職員寮新築

30 第９回日本社会医学会開催担当（於　広島医師会館）

1 17 院内保育室開設

2 1 一般病棟特類看護承認

10 1 精神科病棟特類看護承認

11 1 身体障害者福祉法腎臓更生医療機関指定

昭48
(1973)

3 24 厨房棟暖房設備工事完成

2 27 広島社会保険事務所移転補償完了

3 29 元広島東社会保険事務所跡地取得　1,018.7㎡

10 1 一般病棟特２類看護承認

2 1 精神病棟特２類看護承認

7 19 事務局機構改革　５課８係制

1 31 厨房設備新設工事完成

3 31 西病棟・外来診療棟新築工事完成

〃 玄関棟増改築第一期工事完成

昭50
(1975)

昭51
(1976)

昭42
(1967)

昭44
(1969)

昭45
(1970)

昭46
(1971)

昭47
(1972)

昭49
(1974)
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年 月 日 事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項

4 1 形成外科新設

 19 患者収容定員変更660床に増床

〃 人工腎臓センター拡充33床に増床

5 6 院内学級併設（広島市立基町小学校市民病院分級）

1 18 臨床研修病院に指定

3 31 玄関棟増改築第二期工事完成

〃 既存棟模様替工事完了（放射線、ＲＩ、産科センター）

4 18 健康管理センター開設

5 31 中病棟増築工事完成

7 1 患者収容定員変更701床に増床

〃 救命救急センター開設（20床）

3 31 病歴管理サプライセンター開設

4 1 特定集中治療室管理の施設基準承認

〃 身体障害者福祉法耳鼻咽喉科更生医療機関指定

〃 身体障害者福祉法眼科更生医療機関指定

〃 航空身体検査機関指定

〃 事務局機構改革　５課１室８係制（安佐中央病院開設準備室）

4 1 事務局機構改革　５課１室９係制

〃 コンピューター導入

6 30 手術室改造工事完成（無菌手術室の設置）

8 1 南病棟増改築工事完成

〃 患者収容定員変更730床に増床

〃 未熟児新生児センター開設（25床）

4 1 心臓血管外科　理学診療科新設

〃 事務局機構改革　５課１１係制

昭56
(1981)

4 1 運動療法施設基準承認

昭57
(1982)

11 1 作業療法施設基準承認

4 1 院内学級併設（広島市立幟町中学校広島市民病院分級）

11 1 救命救急入院料施設基準承認

〃 自己腹膜灌流指導管理料施設基準承認

昭60
(1985)

4 1 事務局機構改革　４課１１係制

4 1 在宅中心静脈栄養法指導管理料施設基準承認

〃 在宅酸素療法指導管理料施設基準承認

7 1 重症者の看護及び重症者の収容の施設基準承認

12 3 増床許可90床（一般）

6 1 基準看護特３類承認

11 1 身体障害者福祉法形成外科更生医療機関指定

昭61
(1986)

昭63
(1988)

昭51
(1976)

昭52
(1977)

昭53
(1978)

昭54
(1979)

昭55
(1980)

昭59
(1984)
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年 月 日 事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項

昭63
(1988)

11 1 身体障害者福祉法脳神経外科更生医療機関指定

平元
(1989)

4 1 事務局機構改革　４課１０係制

3 31 玄関棟４階増築工事完成

4 30 新中央棟第１期工事完成

8 1 老人性痴呆疾患センター指定

4 1 呼吸器科、循環器科、呼吸器外科、小児外科新設

 24 患者収容定員変更7７4床に増床

9 1 運動療法（投薬）施設基準承認

4 1 基準看護の承認（特３類181床の増床）

〃 加算入院時医学管理料届出

〃 歯科口腔衛生指導・歯周疾患指導管理料届出

〃 南側駐車場完成

6 1 理学療法等（投薬）施設基準承認（南５病棟）

30 新中央棟第２期工事完成

7 1 基準給食（業者委託）承認

14 患者収容定員変更820床に増床

〃 基準看護・基準給食・基準寝具の承認（46床の増床）

〃 基準看護の承認（特３類34床の増床）

〃 理学療法等（救命救急入院）施設基準承認（設置場所の変更）

〃 理学療法等（投薬）施設基準承認（設置場所の変更）

〃 理学療法等（特定集中治療室管理）施設基準承認（設置場所等の変更）

10 1 理学療法等（体外衝撃波腎・尿管結石破砕術）施設基準承認

3 30 南病棟１階改築工事完成

4 1 事務局機構改革　３課９係制

〃 理学療法等（体外衝撃波胆石破砕術）施設基準承認

5 1 夜間看護加算施設基準承認

10 7 一般病床28床増床（内入院ドック12床）

〃 結核病床28床減床

4 1 夜間勤務等看護加算（Ⅰ）承認（未熟児新生児センター）

〃 療養環境加算承認（南４西病棟）

〃 高度難聴指導管理届出

〃 胸腔鏡下肺切除術届出

7 1 特別管理給食加算承認

10 1 新看護等に係る届出（一般：２対１看護、結核：３対１看護・６対１看護補助）

平7
(1995)

7 20 一般病床５床増床（未熟児新生児センター）

4 1 新看護等に係る届出（夜間看護）

〃 画像診断管理の施設基準に係る届出

平6
(1994)

平8
(1996)

平2
(1990)

平3
(1991)

平4
(1992)

平5
(1993)
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年 月 日 事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　項

4 1 麻酔管理料に係る届出

5 1 開放型病院の施設基準に係る届出

8 1 心疾患リハビリテーションの施設基準に係る届出

〃 院内感染防止対策の施設基準に係る届出

1 1 理学診療科をリハビリテーション科に名称変更

〃 リウマチ科、歯科口腔外科新設

2 14 災害拠点病院に指定

4 1 一般病棟入院時医学管理（Ⅰ）届出

6 1 歯科補綴物維持管理届出

4 1 次の施設基準に係る届出
▶経皮的冠動脈形成術（高速回転式経皮経管ｱﾃﾚｸﾄﾐｰｶﾃｰﾃﾙによるもの）　▶ペースメーカー移植術
▶大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）　▶経皮的冠動脈形成術　▶経皮的冠動脈血栓切除術　▶経皮
的冠動脈ステント留置術

〃 身体障害者福祉法免疫更生医療機関指定

5 1 新看護等に係る届出（精神：３対１看護・１５対１看護補助）

10 1 埋込型除細動器移植術及び埋込型除細動器交換術の施設基準に係る届出

平11
(1999)

5 1 薬剤管理指導（追加申請）の施設基準に係る届出

4 1 次の施設基準に係る届出
▶検体検査管理加算（Ⅰ）　▶心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算　▶長期継続頭蓋内
脳波検査　▶脳刺激装置埋込術　▶頭蓋内電極埋込術　▶脳刺激装置交換術　▶脊髄刺激装置交換術
▶脊髄刺激装置埋込術　▶ペースメーカー交換術（電池交換含む。）　▶放射線治療専任加算　▶かかりつ
け歯科医診療料

5 1 高度難聴指導管理の施設基準に係る届出

2 1 紹介患者加算５の施設基準に係る届出

4 1 病院事業局設置

〃 診療録管理体制加算の施設基準に係る届出

4 1 病診連携室を拡充し医療連携室に改組

〃 次の施設基準に係る届出
▶開放型病床共同使用料（20→33床）　▶救命救急入院料１（充実段階Ａ）　▶夜間勤務等看護加算１（南４
東、未熟児センター）　▶新生児医学管理加算（未熟児センター）　▶画像診断管理加算１　▶高エネル
ギー放射線治療　▶歯周疾患継続治療診断料　▶黄斑下手術、硝子体茎顕微鏡下離断術及び増殖性硝
子体網膜症手術　▶鼓室形成手術　▶肺悪性腫瘍手術及び胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術　▶経皮的カテー
テル心筋焼灼術　▶水頭症手術　▶脳血管内手術及び経皮的脳血管形成術　▶肺切除術及び気管支形
成を伴う肺切除術　▶肝切除術　▶膵体尾部腫瘍切除術及び膵頭部腫瘍切除術　▶尿道下裂形成手術
▶子宮附属器悪性腫瘍手術（両側）　▶自家遊離複合組織移植術（顕微鏡下血管柄付きのもの）　　　▶定
位脳手術　▶舌悪性腫瘍手術　▶顔面多発骨折観血的手術　▶耳下腺悪性腫瘍手術　▶食道切除再建
術、食道腫瘍摘出術（開胸又は開腹手術によるもの、腹腔鏡・縦隔鏡下によるもの）、食道悪性腫瘍手術
（単に切除のみのもの）及び食道悪性腫瘍手術（消化管再建手術を併施するもの）　▶膀胱悪性腫瘍手
術（経尿道的手術を除く。）　▶尿道形成手術　▶人工関節置換術　▶ペースメーカー移植術及びペース
メーカー交換術（電池交換を含む。）　▶冠動脈、大動脈バイパス移植術及び体外循環を要する手術

5 1 病棟部門においてオーダリングシステムの稼動開始

〃 検体検査管理加算（Ⅱ）の施設基準に係る届出

6 14 外来部門においてオーダリングシステムの稼動開始

8 9 次の施設基準に係る届出
▶言語聴覚療法（Ⅱ） ▶小児入院医療管理料１ ▶夜間勤務等看護加算 ▶一般病棟Ⅰ群入院基本料１
▶紹介患者加算４ ▶紹介外来加算 ▶急性期入院加算

9 9 次の施設基準に係る届出
▶精神病棟入院基本料３ ▶看護配置加算 ▶６対１看護補助加算の施設基準に係る届出

10 17 病院開設許可事項変更許可（仮設建物新設による構造設備の変更）

23 辱瘡対策、医療安全体制の施設基準に係る届出

　 30 所定点数の100分の70に相当する点数により算定することとなる手術の施設基準に係る届出

平14
(2002)

平13
(2001)

平8
(1996)

平9
(1997)

平10
(1998)

平12
(2000)
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3 25 平成１４年度病院事業起債許可

4 1 次の施設基準に係る届出
▶結核病棟廃止に伴う入院基本料等の辞退　▶特定集中治療室管理料に関する患者の重症度　▶施設基
準に適合しない場合にあっては、所定点数の100分の70に相当する点数により算定することとなる手術
(症例数不足による辞退届）

10 1 夜間勤務等看護加算の施設基準に係る変更届出

4 1 次の施設基準に係る届出
▶褥瘡患者管理加算　▶臨床研修病院入院診療加算　▶両室ペースメーカー移植術　▶経皮的中隔心筋
焼灼術　▶施設基準に適合しない場合にあっては、所定点数の100分の30に相当する点数を減算するこ
ととなる手術　▶直線加速器による定位放射線治療　▶歯科口腔継続管理治療診断料

6 1 急性期入院加算の施設基準に係る届出

3 1 医療保護入院等診療料の施設基準に係る届出

7 5 保険医療機関保険薬局の指定

11 21 病院歯科初診料１及び外来化学療法加算の施設基準に係る届出

3 31 東棟完成

4 1 医療連携室を医療支援センターに改組

14 次の施設基準に係る届出
▶入院基本料等（一般病棟・精神病棟）　▶ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術、ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術　▶両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移
植術、両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術　▶補助人工心臓　▶医科点数表第2表第10部手術の通則の5及び6（歯
科点数表第2章第9部手術の通則4を含む。）に掲げる手術　▶ｺﾝﾀｸﾄﾚﾝｽﾞ検査料1　▶ﾊｲﾘｽｸ分娩管理加
算　▶ﾊｲﾘｽｸ妊産婦共同管理料（Ⅱ）　▶地域連携小児夜間・休日診療料2　▶小児食物ｱﾚﾙｷﾞｰ負荷検査
▶救急医療管理加算等　▶単純CT撮影及び単純MRI撮影　▶運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ）　▶脳血管疾患
等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅱ）　▶呼吸器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅱ）　▶栄養管理実施加算

24 （財）日本医療機能表評価機構の定める認定基準を達成

5 1 新生児入院医療管理加算の施設基準に係る届出

8 電子カルテシステム導入

〃 増改築整備等に伴い、病床数を７５８床に変更

29 褥瘡ﾊｲﾘｽｸ患者ｹｱ加算の施設基準に係る届出

6 28 一般病棟入院基本料及び新生児特定集中治療室管理料の施設基準に係る届出

8 24 地域がん診療連携拠点病院に指定

9 1 がん診療連携拠点病院加算及び電子化加算の施設基準に係る届出

12 14 強度変調放射線治療（IMRT)の施設基準に係る届出

〃 総合周産期母子医療センターに指定

22 入院時食事療養（Ⅰ）に係る届出（許可病床数の変更及び食堂加算）

　 〃 医療安全対策加算及び薬剤管理指導料（許可病床数の変更）の施設基準に係る届出

　 25 救急診療部の運用開始

平18
(2006)

7 1 施設基準に適合しない場合にあっては、所定点数の100分の70に相当する点数により算定することとなる
手術の施設基準に係る届出（基準要件医師の変更）

平15
(2003)

 平16
(2004)

平17
(2005)
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1 5 新生児入院医療管理加算の施設基準に係る届出（辞退届）

2 1 西棟及び北棟の改修工事完了

　 〃 増改築整備に伴い、病床数を７４３床に変更

26 市営中央駐車場と西棟を地下連絡通路で接続

27 入院時食事療養（Ⅰ）に係る届出（許可病床数の変更及び食堂加算）

〃 保険医療機関届出事項変更届（病床数の変更）

〃 療養環境加算及び薬剤管理指導料（許可病床数の変更）の施設基準に係る届出

3 1 増改築整備に伴う次の施設基準に係る届出
▶一般病棟入院基本料（許可病床数の変更）　▶精神病棟入院基本料（許可病床数の変更）　▶小児入院
医療管理料1（許可病床数の変更）　▶運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ）（専用施設の変更届）　▶脳血管疾患
等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅱ）（専用施設の変更届）　▶呼吸器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅱ）（専用施設の変更届）

30 次の施設基準に係る届出
▶電子化加算（辞退届）　▶重症者等療養環境特別加算

5 31 電子化加算の施設基準に係る届出

11 27 精神病棟入院基本料（10対1）の施設基準に係る届出

30 人工内耳埋込術及び補聴器適合検査の施設基準に係る届出

12 29 立体駐車場（駐車台数132台）の供用開始

2 11 プロムナードの供用開始

3 3 アストラムライン県庁前駅とプロムナードを地下連絡通路により接続

4 1 平面駐車場（駐車台数60台）の供用開始

14 次の施設基準に係る届出
▶歯科外来診療環境体制加算　▶超急性期脳卒中加算　▶妊産婦緊急搬送入院加算　▶精神科身体合併
症管理加算　▶医療機器安全管理料１　▶外来化学療法加算１　▶外来放射線治療加算　▶退院調整加算
▶後期高齢者退院調整加算　▶検体検査管理加算(Ⅲ)　▶心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡
検査加算　▶無菌製剤処理料

30 歯周組織再生誘導手術の施設基準に係る届出

5 23 両室ペーシング機能付き埋込型除細動器移植術及び両室ペーシング機能付き埋込型除細動器交換術
の施設基準に係る届出

6 24 地域連携診療計画管理料の施設基準に係る届出

27 一般病棟入院基本料(7対1)の施設基準に係る届出

7 31 医療安全対策加算の施設基準に係る届出

9 2 次の施設基準に係る届出
▶精神病棟入院基本料(15対1)　▶看護配置加算　▶看護補助加算1

11 地域医療支援病院としての承認獲得

11 28 精神病棟入院基本料(10対1)の施設基準に係る届出

平19
(2007)

平20
(2008)
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2 23 糖尿病合併症管理料の施設基準に係る届出

4 1 医師事務作業補助体制加算(50対1)の施設基準に係る届出

6 29 神経学的検査の施設基準に係る届出

7 30 エタノールの局所注入（甲状腺）の施設基準に係る届出

10 28 次の施設基準に係る届出
▶呼吸器リハビリテーション料(Ⅰ）　▶運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

12 25 特定集中治療室管理料の施設基準に係る届出

2 1 地域連携診療計画退院時指導料の施設基準に係る届出

2 がん患者カウンセリング料の施設基準に係る届出

4 14 次の施設基準に係る届出
▶地域歯科診療支援病院歯科初診料の施設基準に係る届出　▶障害者歯科医療連携加算　▶総合入院
体制加算　▶救急医療管理加算・乳幼児救急医療管理加算　▶急性期看護補助体制加算　▶栄養サポー
トチーム加算　▶急性期病棟等退院調整加算1　▶新生児特定集中治療室退院調整加算　▶救急搬送患
者地域連携紹介加算　▶小児入院管理料1　▶がん診療連携計画策定料　▶肝炎インターフェロン治療計
画料　▶薬剤管理指導料　▶HPV核酸同定検査　▶検体検査管理加算（Ⅱ）　▶埋込型心電図検査　▶胎児
心エコー法　▶一酸化窒素吸入療法　▶歯科技工加算　▶乳がんセンチネルリンパ節加算1及び2　▶腹腔
鏡下肝切除術　▶麻酔管理料（Ⅰ）　▶麻酔管理料(Ⅱ)

5 6 次の施設基準に係る届出
▶がん性疼痛緩和指導管理料　▶透析液水質確保加算　▶ダメージコントロール手術

6 1 次の施設基準に係る届出
▶救急搬送患者地域連携紹介加算　▶CT撮影及びMRI撮影　▶画像誘導放射線治療（IGRT)

7 30 センチネルリンパ節生検及び心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）の施設基準に係る届出

10 1 抗悪性腫瘍剤処方管理加算の施設基準に係る届出

29 精神病棟入院基本料（13対1）及び看護補助加算の施設基準に係る届出

12 28 呼吸ケアチーム加算の施設基準に係る届出

3 31 ＣＴ撮影、ＭＲＩ撮影及び地域歯科診療支援病院歯科初診料の施設基準に係る届出

4 24 ㈶日本医療機能評価機構の定める認定基準を達成

5 2 次の施設基準に係る届出
▶脳刺激装置植込術(頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳刺激装置交換術　▶感染防止対策加算

9 1 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術の施設基準に係る届出

11 30 検体検査管理加算Ⅳの施設基準に係る届出

12 28 先進医療「内視鏡的大腸粘膜下層剥離術」の施設基準に係る届出

平21
(2009)

平23
(2011)

平22
(2010)
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4 1 DPC医療機関群Ⅱ群認定

16 次の施設基準に係る届出
▶医師事務作業補助体制加算（40対1）　▶無菌治療室管理加算2　▶感染防止対策加算1　▶患者サポート体
制充実加算　▶救急搬送患者地域連携受入加算　▶精神科救急搬送患者地域連携受入加算　▶データ提
出加算1　イ（200床以上の病院）　▶糖尿病透析予防指導管理料　▶院内トリアージ実施料　▶夜間休日救急
搬送医学管理料　▶外来リハビリテーション診療料　▶歯科治療総合医療管理料　▶時間内歩行試験　▶ヘッ
ドアップティルト試験　▶ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影　▶認知療法・認知行動療法　▶透析液水質確保加算2　▶腹
腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術　▶早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術　▶腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術　▶人
工尿道括約筋植込・置換術　▶医科点数表第２章第10部手術の通則5及び6（歯科点数表第2章第9部の通
則4を含む。）に掲げる手術　▶人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算　▶定位放射線治療呼吸性移動対
策加算　▶病理診断管理加算2　▶がん治療連携管理料　▶体外照射呼吸性移動対策加算

7 2 輸血管理料Ⅱの施設基準に係る届出

31 先進医療「ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法　肺がん（扁平上皮肺がん
及び小細胞肺がんを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）」の施設基準に
係る届出

9 3 内視鏡手術用支援機器加算の施設に係る届出

10 11 先進医療「術後のホルモン療法及びS-1内服投与の併用療法　原発性乳がん（エストロゲン受容体が陽性
であって、HER2が陰性のものに限る。）」の施設基準に係る届出

25 看護補助加算2の施設基準に係る届出

4 30 医療安全対策加算2の施設基準に係る届出

7 25  先進医療「経皮的乳がんラジオ波焼灼療法　早期乳がん（直径が1.5センチメートル以下のものに限る。）
の施設基準に係る届出

8 1 ロービジョン検査判断料の施設基準に係る届出

9 2 先進医療「腹腔鏡下子宮体がん根治手術」の施設基準に係る届出

10 31 体外衝撃波膵石破砕術及び医療安全対策加算1の施設基準に係る届出

11 18 人工乳房及び組織拡張器（乳房用）の施設基準に係る届出

1 6 植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び 経静脈電極抜去術（ﾚｰｻﾞｰｼｰｽを用いるもの）の施
設基準に係る届出

2 3 緩和ケア診療加算の施設基準に係る届出

4 1

〃 病院開設許可（指令医務第１号　一般715床、精神28床）

〃 生活保護法医療機関の指定（広島市指令健地第68号）

〃 難病指定医療機関の指定

〃 指定小児慢性特定病医療機関の指定

〃 養育医療機関に指定

〃 救急医療機関の認定（県告示第300号）

〃 管理栄養士必置施設（指定番号第1号）

〃 結核指定医療機関の指定

〃 被爆者一般疾病医療機関の指定（歯科指定番号第14150号.医科指定番号第14146号）

14 次の施設基準に係る届出
▶総合入院体制加算２　▶診療録管理体制加算２　▶医師事務作業補助体制加算２　40対1　▶新生児特定集
中治療室退院調整加算3　▶データ提出加算2　イ（ロ）　▶新生児特定集中治療室管理料１　▶心臓ペース
メーカー指導管理料（植込型除細動器移行加算）　▶がん患者指導管理料　1・2・3　▶がん患者リハビリテー
ション料　▶歯科口腔リハビリテーション料２　▶ＣＡＤ／ＣＡＭ冠　▶腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術　　　▶腹
腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）　▶胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造
設術を含む。）　▶胃瘻造設時嚥下機能評価加算　▶１回線量増加加算

平24
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平25
（2013）

平26
（2014）
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平26
（2014）

4 21 次の施設基準に係る届出
▶歯科診療特別対応連携加算　▶医療機器安全管理料２　▶ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易
ジェノタイプ判定）　▶長期継続頭蓋内脳波検査　▶補聴器適合検査　▶小児食物アレルギー負荷検査　▶
抗悪性腫瘍剤処方管理加算　▶ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（副甲状腺に対するもの）　▶組織拡張器による再建
手術（一連につき）（乳房（再建手術）の場合に限る。）　▶脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含
む。）及び脳刺激装置交換術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術　▶人工内耳植込術、植
込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換術　▶経皮的冠動脈形成術（特殊ｶﾃｰﾃﾙによるも
の）

30 次の施設基準に係る届出
▶先進医療「ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法　肺がん（扁平上皮肺が
ん及び小細胞肺がんを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）」　▶先進医
療「術後のホルモン療法及びS-1内服投与の併用療法　原発性乳がん（エストロゲン受容体が陽性で
あって、HER２が陰性のものに限る。）」　▶先進医療「経皮的乳がんラジオ波熱焼灼療法　早期乳がん
（直径が一・五センチメートル以下のものに限る。）」

12 1 地域連携診療計画管理料、地域連携診療計画退院時指導料（Ⅰ）及び（Ⅱ）の施設基準に係る届出

1 5 救急搬送患者地域連携受入加算の施設基準に係る辞退届

3 31 地域がん診療連携拠点病院として指定

4 1 次の施設基準に係る届出
▶骨移植術（軟骨移植術含む。）（自家培養軟骨移植術に限る。）　▶ＣＴ撮影及びMRI撮影

6 1 上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）の施設基準に係
る届出

11 7 経カテーテル的大動脈弁置換術実施施設として認定（3年間）

12 1 経皮的大動脈置換術の施設基準に係る届出

1 1 医師事務作業補助体制加算2（30対１）の施設基準に係る届出

3 1 新生児治療回復室入院医療管理料及び先進医療「腹腔鏡下広汎子宮全摘」の施設基準に係る届出

4 1 次の施設基準に係る届出
▶下肢末梢動脈疾患指導管理加算　▶総合入院体制加算１　▶精神疾患診療体制加算　▶胆管悪性腫瘍
手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以上）を伴うもの）　▶乳腺悪性腫瘍手術（乳頭乳輪温存乳房切
除術(腋窩郭清を伴わないもの)及び乳頭乳輪温存乳房切除術(腋窩郭清を伴うもの))　▶腹腔鏡下膵頭
十二指腸切除術　▶腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

4 24 （財）日本医療機能評価機構の定める認定基準を達成

6 1 看護職員夜間１６対１配置加算の施設基準に係る届出

〃 胃瘻造設術、胃瘻造設時嚥下機能評価加算の施設基準に係る辞退届

9 1 先進医療「術前のＳ－１内服投与、シスプラチン静脈内投与及びトラスツズマブ静脈内投与の併用療法
」の施設基準にかかる届出

10 1 次の施設基準に係る届出
▶病棟薬剤業務実施加算１，２　▶強度放射線治療　▶１回線増加加算　▶体外放射呼吸性移動対策加算

4 1 精神科リエゾンチーム加算の施設基準に係る届出

5 1 精神科急性期医師配置加算の施設基準に係る届出

6 1 退院支援加算２から１への施設基準変更に係る届出

10 1 次の施設基準に係る届出
▶一般病棟入院基本料７対１（病床数の変更）　▶急性期看護補助体制加算３　▶看護職員夜間配置加算
１６対１　▶療養環境加算（病床数の変更）　▶救命救急入院料１（病床数の変更）　▶ハイケアユニット入院
医療管理料１　▶退院支援加算１　▶皮下連続式グルコース測定

平27
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3 1 認知症ケア加算の施設基準に係る届出

4 1 次の施設基準に係る届出
▶後発医薬品使用体制加算４　▶入退院支援加算　▶乳腺炎重症化予防・ケア指導料　▶療養・就労両立支
援指導料の注２に掲げる相談体制充実加算　▶早期離床リハビリテーション加算　▶ハイリスク妊産婦連携指
導料１　▶口腔粘膜処置　▶レーザー機器加算　▶人工腎臓　▶導入期加算２及び腎代替療法実績加算　▶緑
内障手術（水晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）　▶乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（MRIに
よるもの）　▶ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレスペースメーカー）　　　▶腹腔鏡下
膵腫瘍摘出術　▶腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）　▶画像誘導密封小線源治療加算　▶
デジタル病理画像による病理診断　▶悪性腫瘍病理組織標本加算

6 1 次の施設基準に係る届出
▶持続血糖測定器加算　▶人工中耳植込術　▶肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合併
切除を伴うもの）に限る。）　▶食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下胃、十二指腸穿孔瘻
孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視鏡に
よるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉
鎖術（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

7 1 次の施設基準に係る届出
▶冠動脈CT撮影加算　▶心臓MRI撮影加算　▶バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

8 1 上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科）

10 1 歯科外来診療環境体制加算２の施設基準に係る届出

2 1 次の施設基準に係る届出
▶CT撮影及びMRI撮影（16列の導入）　▶腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援器機を用いる場
合）

4 1 次の施設基準に係る届出
▶遺伝学的検査　▶遺伝カウンセリング加算

8 1 次の施設基準に係る届出
▶在宅腫瘍治療電場療法指導管理料　▶レーザー機器加算

9 1 次の施設基準に係る届出
▶国際標準検査管理加算　▶胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）　▶胸腔
鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）　▶胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除
で内視鏡支援機器を用いる場合）　▶胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるもので内視
鏡手術用支援機器を用いる場合）

12 1 次の施設基準に係る届出
▶腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）　▶腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用
支援機器を用いる場合）　▶腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）　▶腹腔鏡下子宮悪
性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

1 1 次の施設基準に係る届出
▶脳波検査判断料１　▶内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセドウ甲状腺全摘（亜全摘）術
（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮小体）腺腫過形成手術

4 1 次の施設基準に係る届出
▶急性期看護補助体制加算25対1　▶看護職員夜間配置加算12対1　▶認知症ケア加算　１▶せん妄ハイリス
ク患者ケア加算　 ▶排尿自立支援加算　 ▶地域医療体制確保加算　▶ウイルス疾患指導料　▶小児運動器
疾患指導管理料　▶腎代替療法指導管理料　▶療養・就労両立支援指導料の注3に掲げる相談支援加算
▶精神科退院時共同指導料１及び２　▶BRCA１/２遺伝子検査　▶がんゲノムプロファイリング検査　▶先天性
代謝異常症検査　▶ウイルス・細菌核酸多項目同時検出　▶遺伝性腫瘍カウンセリング加算　▶単繊維筋電
図　▶経気管支凍結生検法　▶連携充実加算　▶導入期加算２及び腎代替療法実績加算　▶椎間板内酵素
注入療法　▶胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）　▶経皮的下肢動脈形成術
▶腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）　▶腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するもの）
▶腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）　▶輸血管理料Ⅰ　▶心臓ペースメーカー
指導管理料の注5に掲げる遠隔モニタリング加算　▶持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動
しない持続血糖器を用いる場合）

5 1 次の施設基準に係る届出
▶心臓ペースメーカー指導管理料の注5に掲げる遠隔モニタリング加算　▶持続血糖測定器加算（間歇注入
シリンジポンプと連動しない持続血糖器を用いる場合）　▶鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手
術を含む。）　▶鏡視下喉頭悪性腫瘍手術　▶医科点数表第2章第10部手術の通則19に掲げる手術（遺伝
性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘出術）
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7 1 次の施設基準に係る届出
▶胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）　▶縦隔鏡下食道悪性腫瘍手術
（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

8 1 次の施設基準に係る届出
▶胸腔鏡下弁形成術▶胸腔鏡下弁置換術

9 1 次の施設基準に係る届出
▶腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）　▶輸血適正使用加算

10 1 婦人科特定疾患治療管理料の施設基準に係る届出

12 1 次の施設基準に係る届出
▶摂食機能療法の注3に掲げる摂食嚥下支援加算　▶センチネルリンパ節加算

2 1 先進医療「マルチプレックス遺伝子パネル検査　進行再発固形がん（治療法が存在しないもの又は従来
の治療法が終了しているもの若しくは従来の治療法が終了予定のものに限る。）」の施設基準に係る届出

6 1 医師事務作業補助体制加算１（25対1）の施設基準に係る届出

10 1 不整脈手術左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるもの）の施設基準に係る届出

12 1 ニコチン依存管理料の施設基準に係る届出

1 1 次の施設基準に係る届出
▶広範囲顎骨支持型装置埋入手術▶短期滞在手術等基本料１

3 1 次の施設基準に係る届出
▶腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）
▶特定集中治療室管理料１（早期栄養介入管理加算）

先進医療「ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法　肺がん（扁平上皮肺が
ん及び小細胞肺がんを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）」の観察期
間終了に伴う取り下げ

4 1 次の施設基準に係る届出
▶感染対策向上加算１（指導強化加算）▶救命救急入院料１（早期離床・リハビリテーション加算）▶ハイケア
ユニット入院医療管理料１（早期栄養介入管理加算、早期離床・リハビリテーション加算）▶小児入院医療
管理料１（養育支援体制加算）▶重症患者初期支援充実加算▶外来腫瘍化学療法診療料１▶連携充実加
算（外来腫瘍化学療法診療料）▶こころの連携指導料（Ⅱ）▶抗アデノ随伴ウイルス９型（AAV９）抗体▶内視
鏡下脳腫瘍摘出術▶癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）▶角結膜悪性腫瘍切除術
▶緑内障手術（濾過法再建術（needle法）、流出路再建術（眼内法））▶経外耳道的内視鏡下鼓室形成術▶
内喉頭筋内注入術（ボツリヌス毒素によるもの）▶胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）▶
内視鏡的逆流防止粘膜切除術▶腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）▶内視鏡的小腸ポ
リープ切除術▶膀胱頚部形成術（膀胱頚部吊上術以外）、埋没陰茎手術及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開
によるもの）▶腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術▶周術期栄養管理実施加算▶腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方
動脈）▶腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）

6 1 腹腔鏡下膣式子宮全摘出術の施設基準に係る届出

7 1 次の施設基準に係る届出
▶急性期充実体制加算▶精神科充実体制加算

10 1 次の施設基準に係る届出
▶看護職員処遇改善評価料▶経皮的僧帽弁クリップ術▶無菌治療室管理加算１（設備、病床数の変更）

3 1 頭頚部悪性腫瘍光線力学療法の施設基準に係る届出

4 1 次の施設基準に係る届出
▶腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用いた場合）
▶導入期加算１

導入期加算2及び腎代替療法実績加算の辞退

5 1 ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影（80列追加）の施設基準に係る届出

病棟薬剤業務実施加算1、2の辞退

先進医療「術後のホルモン療法及びS-1内服投与の併用療法　原発性乳がん（エストロゲン受容体が陽
性であって、HER２が陰性のものに限る。）」の観察期間終了に伴う取り下げ

6 1 先進医療「マルチプレックス遺伝子パネル検査　進行再発固形がん（治療法が存在しないもの又は従来
の治療法が終了しているもの若しくは従来の治療法が終了予定のものに限る。）」の観察期間終了に伴う
取り下げ

令2
（2020）

令3
（2021）

令4
（2022）

令5
（2023）
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7 1 医師事務作業補助体制加算１（20対1）の施設基準に係る届出

9 1 次の施設基準に係る届出
▶経カテーテル弁置換術（経皮的肺動脈弁置換術）▶不整脈手術 左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）
▶経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

11 1 術後疼痛管理チーム加算の施設基準に係る届出

12 1 先進医療「経皮的乳がんラジオ波熱焼灼療法　早期乳がん（直径が一・五センチメートル以下のものに
限る。）」の観察期間終了に伴う取り下げ

3 1 導入期加算１の辞退

次の施設基準に係る届出
▶導入期加算2及び腎代替療法実績加算
▶腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いた場合）

令6
（2024）

令5
（2023）
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広島市中区基町７番３３号
18，079．38㎡ Ｎ
延床面積 ㎡

（登記簿面積　75,812㎡）　
建築面積 ㎡

（地上３階）
（3,585.21㎡）

122台

立体駐車場

所在地
敷地面積
建物

－
4
9
－

中央玄関

76,472.69

11,544.69

西 棟

中央棟

東 棟

プロムナード
（2,538.74㎡）

職員棟北 棟

管理棟

（地下２階～地上10階）
(11,685.56㎡）

（地上４階）
（1284.34㎡）

（地上４階）
（2, 452.23㎡）

（地下２階地上11階）
(20,415.29㎡）

（地上５階）
（2,034.2㎡）

（地下１階～地上１１階）
（32，212.07㎡）

（地下１階～地上4階）

救急車駐車場

救急隊入口

駐輪場
（265.05㎡）

バイク 55台
自転車 168台

計 223台

駐車場 （58台） 駐車場 （9台）ロ－タリｰ

Ⅴ 配置図



(北棟) N

4F

3F

2F

1F (職員棟)

5F

屋上庭園 4F

3F

9F 西９病棟　34床 2F

8F 西８病棟　34床 1F

中央駐車場地下通路 地下２F 7F 西７病棟　30床 10F

6F 西６病棟　(精神)28床 9F

5F 西５病棟　35床 4F 8F

4F 7F 11F

3F 6F 10F

2F 9F

1F 5F 8F

B1F 倉庫 2F 事務室 7F

B2F 1F 医療支援センター 4F 6F

3F 言語聴覚療法室 5F

2F 4F 駐車場入口

1F 3F

国道54号 B1F 屋上庭園 2F

Ｂ2Ｆ 1F

理容 B1F

西口 3F

3F

2F

1F

アストラムライン県庁前駅地上出入口 第１患者用駐車場

入口 出口   駐車場出口

駐車場出入口

アストラムライン県庁前駅連絡通路

 駐車場

(立体駐車場)

更衣室

地下サービスヤード入口

第２患者用駐車場眼科・耳鼻科・形成外科・小児科・臨床検査部(生理検査)

皮膚科・外科・呼吸器外科・内科・呼吸器内科・循環器内科・腎臓内科・心臓
血管外科・歯科・臨床検査部(検体検査)

東5A病棟45床・東5B病棟42床

東9A病棟45床・東9B病棟46床

周産期母子医療センター(新生児33床・産科40床)

更衣室

更衣室

看護学校事務室

院内保育室

手術室

東6A病棟44床・東6B病棟44床

ヘリポート

(東　棟)

東7A病棟44床・東7B病棟45床

看護部長室・会議室・第３医局

介護タクシータクシー乗場

放射線診断科

給食センター・
電気室

夜間入口中央玄関

中央待合・受付・会計・薬局・救急科・中央処置室・整形外科・リウマチ膠原病科・
総合診療科・緩和ケア科・脳神経外科・脳血管内治療科

薬局・中央滅菌室・SPD・リネン・サービスヤード・廃棄物処理室

喫茶警備員室売店・入院受付・医療情報サロン・ＡＴＭ

倉庫・更衣室・委託業者事務室・空調機械室

業務用駐車場

治験センター

放射線治療
科・機械室

血管造影室・当直室

１F　プロムナード

産科・婦人科・泌尿器科・脳神経内科・精神科・通院治療ｾﾝﾀｰ・腫瘍内科･
人工腎臓ｾﾝﾀｰ・女性外来・乳腺外科

職員駐輪場集中治療室　14床

患者用駐輪場

中央手術室

病理検査室

(管理棟)

3F  管理部門

中6病棟　35床

中7病棟　41床

リハビリテーション科

解剖室・霊安室

空調機械室・電気室

入院費案内・院内学級・事務室・図書室

(中央棟)

講堂・職員食堂

中8病棟　40床

1階　救急車入口

－
5
0
－

内視鏡センター ・栄養室

階　層　図　　

空調機械室RF   機械室

(西棟)

第２医局・本部事務局

第１医局・大会議室・電話交換室

車庫

救命救急センター　24床

（中央棟）
1～4階接続



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名    称 令和６年版 広島市立広島市民病院概況 
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地方独立行政法人広島市立病院機構本部事務局経営管理課 

(〒730－8518) 広島市中区基町 7番 33号（広島市民病院内） 
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 ■地方独立行政法人広島市立病院機構本部事務局 

〒730-8518 

広島市中区基町 7番 33号（広島市民病院内） 
TEL (082) 569-7700・7816・7839（経営管理課 庶務係・人事労務係・ 

看護管理担当） 

TEL (082) 209-6775（経営管理課 給与係） 

TEL (082) 569-7832・7821（財務課 財務係・経営企画係） 

TEL (082) 209-6868（財務課 ＤＸ推進係） 

TEL (082) 569-7866（財務課 情報システム係） 

TEL (082) 569-7836（契約課） 

TEL (082) 569-7838（施設整備課 整備係） 

TEL (082) 212-3237（施設整備課 施設係） 

FAX (082) 569-7826（経営管理課・財務課・契約課） 

■広島市立広島市民病院 

〒730-8518 

広島市中区基町 7番 33号 

TEL (082) 221-2291（代表） 

FAX (082) 223-5514 

（ホームページアドレス） 

https://www.city-hosp.naka.hiroshima.jp/  

E-mail:hiroshimin-hosp@hcho.jp 

案内図 
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